




























タイ国に留学 して間 もない1981年12月 に、東北タイの農村Dを 初めて訪れ た。ある初
老男性が舌足 らずな標 準タイ語で話そ うとす る筆者 を凝視 しつつ放 った言葉がある。 「ラオ語
を使 え、ここはラオ人の村 だ。 『シャム語』(khamsayam>はい らん」。まだ耳慣れない彼の
日常語は語気荒く、叱 りつけられたように聞こえた。結局そこに1年 近 く住み、その後 も毎年
のように東北タイのラオ人集落を訪れてい る。古老たちの追憶のなかにラオの故地が見え隠れ
す るうち、それぞれの集落を 「タイ農村」 とい うよりも、ラオ人が乾燥地のコラー ト高原上に
歴史的に切 り開いてきた生活空間 としてみ るようになった。
1990年 、ラオス人民民主共和国へ調査で正式に入国する機会を得た。 ようや くラオの
「古里」に飛び込める。そんな感慨 と昂揚 もあって、到着後の歓迎会めいた席 で 「私はあなた
がたラオのキョウダイのところでお世話になってきました」と挨拶 したよ うに記憶す る。 とこ
ろが会の終了後、一人のラオ人官僚が教え諭すよ うに静かに語った。 「彼 らはイサーン(東 北
タイ人)で す。 あなたの言葉のようにラオ語ではない東北タイ語を話す人びとです。彼 らにラ
オの伝統文化は継承されていません。 自国をもたず、タイ国に依存 してきた人びとです。同じ
ようにモチ米 を食べるが(イ サーンの)生 食の習慣 はラオのものではあ りませ ん … 」云々。
その年に訪問 したラオ人集落でも、東北タイのラオに関心を示す人 と出会 うことはなかった。
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ラオスで二度 目の調査 を終えた1991年 の暮れ、帰 りにバ ンコク経 由で数年前か ら訪れて
いた東北タイはウボン県の一村Nに 立ち寄る。三十路を迎えた村長の娘 さんが、近所の友人を
自宅の軒先に侍 らせて市場にだす野菜の選別 をしている。数 日前まで寝起き していた対岸の場
所が 「外国」 と実感できないままにその輪に入る。会話がぎこちない。南ラオスとウボン周辺
のラオ語 は発音、抑揚 とも似 る。むこうで慣れた調子が託って聞こえるのかと思いつつ 「もう
ラオ語は忘れちまったのかい」 といってみた。す ると、娘さんは大笑い しなが ら 「何?ラ オ語
だって。 きいたかい。ラオ語だってさ。 ここの言葉はイサーン(東 北 タイ)語 よ、ラオ人なん
ていないよ」。その時、電気仕掛けのように してまる10年 前のことが思いだ された。
重ねてこの種の個人的経験 を記 しても、何 ごとかが実証され るわけでもない。 しか し、上記
のような二国に跨るフィール ドでの文化衝撃が本稿の端緒をなしている。 われわれは しば しば
地図上に民族分布や宗教文化圏を括 る。それ によってみえて くるものがあるか らである。 だが
同時に、覆い隠されて しま うものもある。それぞれの範囲を類型的に物象化 し、たとえばラオ
人という言語集団には、国境を越えて同 じ民族文化的アイデンティティが共有 されているかの
ような幻想を、調査上の前提 として しま うことが多々ある。現実にはいくつ もの異なった境界
が生まれ、それらが立体的に交錯 しつつ生みだす 「場」が存在す る。同一国内の同一名称 の民
族にも、生態環境や隣接する民族、地方政体や国家な ど外部の関係 においてさま ざまに異なる
生産技術や言語、文化、社会の様式がみ られ る。民族 内部での政治的葛藤や紛争は、当事者に
異なった帰属意識をもたせている。民族ない しエスニシティの特色を唯一の指標 として異文化
研究に使用す ることの無意味 さが指摘 される由縁である[cf.前田1989]。
異文化 をその風土ない し 「場」において、言い換 えればその 「在地性」において捉 えようと
する時、客観的分析指標 としてもちだされる 「民族」は使いものにな らない。同時にこの認識
は現場で顕在化する 「民族」の生成過程の解明へ と観察者を誘 う。民族分布図の制作者や筆者
がそ うす るように、同一言語集団 とみなされた成員 どうしの間においても、当該の人び と自身
が、 自己(お よび関連す る他者、ないし世界)を 特定するためにさまざまな レベルで差異化を
試みつつ、類型化 し物象化す る。民族はあたかも遺伝形質的な 「人種」のごとく現れる。 しか
も、この閉 じられた視座設定から生 じる指標(他 者 としての民族)は 同時に、集落を取 り囲む
森林世界や異人にたいす るコミュニケーションの様式をなし、 「仲間」内で語 られ、見知 らぬ
訪問者の前で実演されることでそれぞれの 「場」を生みだす挺子 となっている。理論上、無数
のヴァージョンを生む民族は、 「人 と空間 とシステム」 としての地域、 さらには階梯的な国家
政体の編制過程へ と連鎖するような、自他を差異化す る方途である。 とすれば、民族は何 らか
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の尺度や指標 とされ るものよりも、それぞれの 「場」で指標 とされていく過程の力学について
検討 されねばな らない現象 となる。観察者の認識作用を含め、人びと(他 者)を 分類=差 異化
す る規準は、常にそれを行 う者に埋め込まれた何等かの歴史的な在地性 を帯びる。そ して一般
常識 となった差異化の作法こそ、個別の文化 を代表する。筆者にラオ語 を話せ と迫った老人は、
95年に他界 した。彼が中部タイの世界 と、自らの文化的アイデ ンティティを区別するために
ラオを名乗っていた とすれば、彼が生きた 「地域」は今 日 「イサーンはラオでない」 とする人
びとと同 じものであろ うか。以下は、その内実を通時的、共時的に探ろ うとする試みである。
1「 ラオ」の所在
言語集団分類や民族誌 では、ラオは言語文化的にタイ語族であるとともた、独立 した民族名
称 として存在する。 ラオとは、今 日標準的な言語集団の分類ではタイ語諸族(Taispeakingpe
ople)のひ とつになる。李方桂(LiFang-kuei)の三分法にしたがうとタイ ・カダイ系諸語に
属するカム ・タイ語群チュワン ・タイ語群の、南西タイ諸語 に分類 され る言語の話 し手である
(紅河 より南西部のタイ族)[三 谷1984:65-66]。方言、地域的差異か らさらに多種多様な
ラオを区別す ることができるが、以下では東南アジア大陸部でメコン川 中流か ら下流部にかけ
ての地域、すなわち今 日のタイ国の東北地方 とラオス人民民主共和国(以 下ラオス と表記)の
主要住民で、ラオと自称あるいは呼ばれてきた人び との総称 として使用する。その祖先は14
世紀半ばに仏教王権 に基づ くムアン型国家(ラ ーンサーン王国)を 建設 し栄 えたが、18世 紀
初頭には三国、四国に分裂 し1779年 に隣国シャムの朝貢国、そ して前世紀末にフランスが
植民地化する過程で今 日の二国に分かれ住むよ うになった。タイ国側に移住 したラオにはふた
つのタイプがある。 ラーンサーン王国ない しその分裂後のラオの王国での内紛や政争から逃れ、
東北タイのコラー ト高原上に拠点を築いてい く移住者、そ して18世 紀以降、タイのラタナ コ
ーシン王朝成立後に戦争捕虜 として強制移住 させ られて現在の中部タイや東部タイに住むこと
になった人びとである[Srisakara1990:278]。民族誌上では、エスニシティの特徴 として山
間盆地、低地平野、高原部で水稲耕作を営み、身体や集落の境界と関連す る精霊や魂の観念 と
ともに、出家 と戒律主義を旨とす るスリランカ系の上座仏教を信奉す る人び ととして記述 され
ている。また、タイ語族全般に共通するが、河川ぞいの交易に長 じ、その 「場」 を創って東南
アジア大陸部で先住民族よ り優位にたった民族 としても描かれてきている。
ところが今 日のタイ国では、前世紀末以来、国内での 「民族籍chuachat」ないし 「民族chat-
tiphan」としてのラオを制度上認知 していない。国語辞典上の意味も隣国ラオス人民民主共和
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国の タイ 系住 民 を さす(1)。現在 の ラオスで ラオ とい えば一義的 には ラオ ス国民一般 をい う。
1899年 、時 のフ ランス植 民 地政 府は民族名 ラオ の複数 形で あるラオス とい う国名 を採用 し
た。社会 主義体制 以前 に公 刊 され た 『ラオ語 英語辞典』 は、 ラオの語 義 に① 民族 、国家の名 称、
②彼、彼 女を さす代名 詞 、③サ ンス ク リッ ト語 起源 としての大 きい、高い 、を あててい る[Ker
r1972vo1.2:1016]。だ が市場開 放政策採択後 に出版 され た 『現代 ラオ国語 辞典』 は、 ラオの
語義 を、① イ ン ドシナ あるいは東 南ア ジアに位 置す る高度な文明 を有 す る国家 、ひ とつの 民族
国家(sat)、② 大 きい、高 い と し[Thongkam1992:661]、個別民族名 の意 味が後退 している。
ラオ スは ビルマ 、ベ トナム、 中国 と異 な り政府 が一 元化 した認定 「民族sonphao」の詳細 を
正式 には公 表 していな い。 ただ し、地形の 高度 に応 じて三つの住 民呼称が あ り、それ ぞれ にラ
オが付 され てい る。 低地 で水稲耕 作 に従事す るタイ ・カダイ系諸語 の話者(本 稿 でい うラオ)
を ラオ ・ル ム(低 地 ラオLaoL岨)、 山腹で焼畑耕 作す る主 と してモ ン=ク メール系諸 語の話
者 をラオ ・トゥン(山 腹 ラオLaoThoeng)といい、山頂 で換金 作物栽培 に従事 す るメオ ・ヤオ
語、 シナ ・チベ ッ ト語 を話すの が ラオ ・スー ン(山 頂 ラオLaoSung)であ る。 五か国 と境 を接
す る内陸国で国 土の七割 が 山 と高原 に覆 われ た ラオ スでは、住民 の連 帯 と社会 統合 を 目ざ して
この分類 を採用 し、1950年 以来 日常 において も事 実上の民族指標 とな って きた(2)。
政府 関連部局 は民族 の掌握 とその政策 に苦慮 している。1975年 の解 放以 後、 三分法 にか
わ って個別 民族名 を採用 すべ しとす る立場 とそれは統合 を揺 るがす原 因 とみ る派 との不 一致 も
あ る。 以前は全国 で820の 民族 が認知 され た ともい われ るが、1985年 に人 ロセ ンサ ス ・
民族構成調 査が実施 され た後は 、その数は内容 が示 され ぬまま68な い し65と され ていた
[Stuart-Foxl986,Cordell1991:xvi](3)。そ して、現在で は43に まで整理 され て いる
[Khambai1991124-27]。そ のセ ンサ ス結果 に基づ く と明記す る(観 光 者向 けの?)社 会科学
院編 『ラオ ス諸 民族 巡 り』は47と 記載 しつ つ、個 々に記載 され ている民族名 称の数 は42で
あ る[WTS1992]。本書 の序 文 にあた る箇所 に 「さま ざまな呼称 をもつ諸 民族 は、従来 ず っと
ラオ ス人(KhonLao)を自称 して きた」 と しつつ 、民族文化 を保 持す るこ ととラオス国 の統合
の 問題 とは矛盾 しない 、 と何度 もく り返 され てい る[WTS1992:3]。本 書が刊行 され るに先 だっ
1991年3月 、人民革命 党第 五回大会 が開かれ 「民族保 護政策」が採択 され てい る。 民族文
化振 興政策 と連動 す る表 現 だ といえ よ う。 いずれ にせ よ、本書は ラオ スの言語集 団 を 【表1】
にみる よ うに6っ(LaoThaiラ オ ータ イ語 族、Mon-Khmerモンーカメー ン語族 、M。ng-Yaoモ
ン ・ヤオ語 族、Tibet-Phamaチベ ッ ト ・ビル マ語族 、Wiet覗uangウィエ ト ・ムア ン語族 、Han
ハー ン語族)に 分類 してい る。
33
1995年 にラオスで刊行 された民族の比率を示す別の資料に 『国家地理局ラオス地図集』
がある[NGD1995]。同書は言語集団を四語族(ラ オ ・タイ、モ ン ・クメール 、モング ・ヤオ、
チベ ット・ビルマ)に 分けて、民族集団総数 を46と する。ラオ ・タイ語族を6民 族からなる
集団 としている点は上記表 と同 じであるが(但 し個 々の民族名は記載な し)、 同書は1993
年時点の全国人口を447万4千 とするのでラオ ・タイ語族は3百 万以上(68.28%)となる。
上記表のようにラオが 占める割合は探 りよ うがないが、ラオ ・タイ語族の伸張を印象づける記
載の仕方である。 ところが他方、同年に刊行 されたフランス人による調査報告書は119の 言
語集団を区別 し、 ラオはタイーカダイ系諸語の25集 団のひ とつで推定人 口を160万 として
いる(タ イ ・ルー12万5千 、タイ ・ダム5万 、タイ ・ヌア3万5千 人～ と続 いて記載 され る)
[Chazee1995:33-56]。ここでは、上記表での数 よりもラオは減少 している。
その申告の模様を現場で経験 した者には、政府当局が公表する民族別人 口の統計ほ ど、統計
の虚偽性 を確信 させ るものはない。にもかかわ らず、上記のような刊行物が表記す る 「ラオ と
される」人び との趨勢を、当地での通念を示す概数 という意味で整理 しておいてもよいだろう。
タイ国のマ ヒドン大学民族言語地図プロジェク ト(第1期1992-95年)が公表する調査結果に
よれば、東北 タイでのラオ語使用者は11135493人 とい う[SuwilaiandNaraset1996:
4;chart2]。これは東北全県人 口約2千 万(1992年時点)[Wilaieta1.1994]の約7割 に
あたる。 タイ国内人口(5770万/同 年)の2割 強を占めるが、首都バンコク人口の3分 の
1を占めるとされ るラオ語使用者を含む と、タイ全土でおよそ1500万 と推 定される。 ラオ
ス側のラオは、前述のよ うに160万 か ら200万 である。 冒頭の 「ラオではない」 とす る者
も含めて、二国に跨 るラオ語使用者の総数はおよそ1700万 となる。 タイ国でのラオが同国
の主要構成民族のひとっでさえあるのにたい して、ラオス国内での多数派言語集団であるラオ
は、多 く見積 もっても東北タイのラオの2割 にも及ぱない人口勢力である。 しか も、その主た
る居住空間は国土全体で2割 程 しかない低地平野部に限られる。タイ国側のラオに自前の国家
はないが、国土面積の3割 を占めるコラー ト高原に集住す る。前者は、面積が小 さくとも国家
とい う最大限の政体領域 をもつのに対 し、後者は 「地方」をそのホームラン ドとしている。
2差 異化されたラオ ータイの 「民族内関係」一
蒋 定の地域 と住人の呼称 としてのラオは、16世 紀半ばにポル トガル人によって記録 ・紹介
されたことになってい る[Yule1902(1886):504]。しか し、西欧列強が急速に当地に接近し
た前世紀に数多 く残 された叙述は、ラオは当時のタイ(シ ャム)人 だけが彼 らにたい して使 う
34
呼称として存在するとしている。ラオは他称であって 自称ではない。仏領以前のラオス(ラ ー
ンサーン王国)に おける最古の人ロセ ンサスとして、1376年 にファーグム王の息子である
ウン ・プアンが行った とい う 「統計」を紹介す る文献は、調査方法や領域範囲も不明なが ら1
8歳か ら60歳 までの男子壮丁を対象に 「ラオ ・タイLao皿墨 」が30万 、 「非 タイ族NonT
hai」を40万 と区別 して記 している[Halpern1964:2]。原典の所在も含 め未確認であるが、
タイを指標 としていた らしい ことは推察できる。植民地ラオスの誕生後 しばらくして各地のタ






ダムロンも、ラオとい う呼称はバンコク首都住民の誤 った見方によるものであると記 している
[Da皿ong1974:304-306]。この種の説明は、東南アジア大陸部の民族便覧に 「ラオとい う名
称は疑いもな くタイ北部、東北部に住むタイ語の話 し手をさす ものとしてシャム人が与えた」
としてそのまま踏襲 されている[Lebareta1.1964:188]。
タイの知識人チッ ト・プー ミサックはこうい う見解である。 タイ系諸族が 「カー(下 僕)」
と総称 し蔑んだ先住民(モ ンニクメール系諸語族)に たいす る勝利者 としてラーンサーン王国
を建てたころ、彼 らは自らを 「タイ」 と呼んでいた。 ラオ とい う名称は当時では、集権者、偉
大なる権勢者な どの社会的地位を示す人称代名詞に近い語 として使用 されたが、その後、同国
を属国として統治 しは じめたタイ(シ ャム)側 領主は、自他を区別す るために、彼 らをタイと
せず今 日残 る軽蔑の意味をこめてラオ とよぶようになった[Chit1976:384-88]。この議論に
したがえば、現在のタイ国 を築 くに至った為政者が、タイ とい う呼称を独 占しようとしたわけ
である。チ ッ トはタイ とい う名称を優位者が手にする 「称号」的意味をもつ ものとして捉える
(5)。タイでない者はカー(な い しピー)で ある。その両者の間にタイよ り格下げ された通称
としてのラオが位置づけ られた。 さらにチッ トは、ラオが語 り継いできた神話伝承(タ オ ・フ
ン)を 引きつつ、ラオ人には古来より高い社会的地位にある人 を意味す る 「ラオ」を誇 りとす
る感情が存在 していたので、そのような状況下におかれてもタイに固執せず、タイを棄ててラ
オを名乗 り始めたとす る。だが、為政者 レベルでの動きとは別に、一般の人び とがいっ頃から
どのようにしてラオを自称 し始めたのかについては明 らかにしていない[Chit1976:389-90]。
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ビルマ人はタイ と自称する隣人をシャンと呼び慣わ して今 日に至っている。16世 紀にポル
トガル人が記録 したとい う 「ラオ」は、当の人びとが名乗っていた名称 とい うよりも、すでに
そ う呼んでいた(お そ らく)チ ャオプラヤー川流域のタイ、つま りシャム とも呼ばれる人び と
が与えた可能性は大いにある。た とえ同一の言語集団であって も、相互を差異化する集合的な
呼称は、自己を対他的に規定す る過程で生 じ、社会的勢力 をもつ者 がそれを広める。外部者は
それが通用 してい るとい う経験的事実に基づいて、社会的勢力 をめぐる複数の集団相互関係の
当地での結果 を、汎用性が高いとい う意味での 「正確」な名称 として記録す るからである。
他方で、為政者ではないラオスや東北タイのラオ人は、今世紀に入ってか らも相互にタイを
自称 していたらしい事実がある。たとえば、東北タイ出身の地方史家 トゥームが回想的に記す
文章か らもみて とれる。 トゥームはラオ とい う通称が 自己とその仲間にたい して向けられてい
ることを認めなが らい う。 「タイ族はラオであり、ラオ族はタイである。区別 はできない。タ
イはラオの系譜をひいているし、ラオも自らをタイ と呼ぶ。ルーイ県の人びと(同 書第一巻で
は同県の創設者を 「ルアンパバーンのタイ人chaothaiLuangPhrabang」と比定する[Toem
1970a:333])は、ウボンや ローイエ ッ ト、マハーサラカム、コーンケンから人びとがやって
くるのをみると、タイ ・タイ(該 当個所の 「注記」では 「南側からのタイではなく、低地のタ
イ人」 としている[cf.林1985])と呼ぶ。逆に、ルーイ、ロムサック、ペ ッチャブー ンの人
びとがローイエ ットや コーンケン方面に行 くとなると、当地の人び とは彼 らを 「タイ ・ルーイ」
「タイ ・ロム(サ ック)」 と呼ぶ。また、東北地方で も 「ヴィエンチャンか らの〈ラオ人 〉が
きたら 『タイ ・ヴィエ ンがや ってきたよ』 といっていた」[Toem1970b:454]。
さらに使用言語についても、ラオ人 自らが 「タイ語」と呼んでいたらしいことをも含めると
[cf.Briggs1949]、一般住民の間でラオ とい う名乗 りの作法が広 く定着するのは、フランス
植民地国家ラオスの成立、つま り制度的にラオ国籍が確立 してさらに後のことになるのだろ う
か。民族呼称はそれが使われる文脈に依存 して顕れる。それを他の言語集団が指標 とし始めて
か らなのか。 トゥームが記す ような呼称の背景には、国家以前のそれぞれの地域拠点の間で合
意、通用す る在地的な民族内関係がみえてくる。同時に、こうした関係のなかにすでに国籍 を
背景 としたタイ呼称の浸透をみるべきだとい う推測もできる。政体を異にする国家間関係を前
提 とした民族呼称のあ り方は、記述者の社会経験の一部をもつくっている。 トゥームとは異な
る角度で、東北タイ生 まれの別の知識人は次のように記 している。
東北タイ人は 「ずっと以前か ら」 自らをタイ人 とみな してきた。ラオス側のラオ との相違と
いえば、フランスに植 民地化 されていないこと、中部タイの文化を受容 してきたことである。
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双方のラオには往来がある。現在のラオスの政府高官で東北タイ出身者 は少なくない。
だが、東北人 とラオ人 がいかに近い関係にあ り文化的にも似通っているとはいえ、東北人がい
ったん(現 在の)ラ オスの方へ渡れば、自らをタイであるとい う。ラオス側でも東北人を(ラ
オではなく)タ イ人であるとみなす ことになる。親戚同士でも同様である。政治的に両者は区
別 させ られているのである。 ・… かつて東北人は、中部タイ人にさしたる近親感や理解 を
示 さなかった。中部タイ人 と接触す るときに東北人は 自らをラオとよんだ。首都圏のタイ人も、
同 じタイ人であ りなが ら区別 して東北人のことをラオ とよんでいた[Ko1990:165-167]。
もともとメコン川流域に くらしを営んできた同 じ 「タイ」人は、今 日、相互に国籍を違 える
外国人 どうしである。ラオ とタイ(そ の旧名 シャム)も 、権力 をもって相互に差異化 しよ うと
す る為政者の自他関係 において生 じた。そこでは、政治的競合による同一言語集団内で勢力競
合の関係であった。その意味では、国家こそ生活者 を集合的に差異化する制度的単位である。
しか し国家は生活者の現実を構成す る強力な幻想のひ とつではあって も、ある地域や民族から
個人 レベルにいた る多様な現実のすべてをか らめ取る原理ではない。問題 は、付与されたその
名称を受容もしくは拒否する人び とが、いつごろからいかなる経緯で どのよ うにその名称や他








今 日のタイ とラオス領内に仏教王権が成立 して しば らく、中国人、西欧人からシャムよばれ
ていたタイ とラオは王国 として対等な関係にあった。両者は16世 紀半ばに友好の頂点を示 し
ている。時のアユタヤ王チャクラパ ッ ト(1548-69)とラオ側のラーンサー ン王セーターティラ
ー トは、今 日のルーイ県ダンサーイ郡にター ト・シー ソンハ ックと呼ばれる仏塔を造成 した。
両国友愛の塔 とい う意味だが、その背景には当時勢力を増 してきたビルマに対 して共闘を誓い
あう意味をもっていた。
この王国間の対等 ・友好関係が崩れるのは、1610年 のラーンサー ン王国によるアユ タヤ
への攻撃を嗜矢 とするといわれる(6)。しか し、16世 紀に最盛期を迎えたラー ンサーン王国
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は、重なる内紛によって1713年 までに三国に分裂 してしまう。1707年 にヴィエ ンチャ
ン王国 とル アンパバーン王国、ついで1713年 にヴィエンチャンか らチャンパサック王国が
生まれた。 こうした割拠時代に入って、18世 紀後半にはヴィエンチャン王の支配か ら脱 して
中部 タイ勢力 と結ぶ官吏や開拓民が東北地方へ移住 し始めている。その後、対ビルマを うちだ
しつつも、 トンブ リー遷都 にあたってラオスとカンボジアの水陸両面侵攻を実行 したタークシ
ン(1767-82)のラオ諸国への攻撃は、メコン川を挟む両岸の勢力関係 を大きく変えて しま う。
チャンパサック建国 もその流れにあるのだが、タークシンの攻撃は、ラオ側からメコン右岸
への人び との移動を強 く促すもの となった。 タイ語資料によると、ヴィエンチャン国では後の
アヌ ・ウォン王の父シーブンサーンの時代に国王 と宰相 との対立があ り、1767年 に宰相兄
弟のプラウォーとプラター派数万人がノー ンプアランプー(現 在のウ ドンタニ県)に 移住する
(この前後の経緯は[Bamphenn.d.:2-15]がもっとも詳細)。 移住者はヴィエンチャンから
の追撃を避けるため、 ビルマに支援を依頼す るが、 ビルマはヴィエンチャンと手を組みプラタ
ーを討つ。残 された一門はチー川 を南下、現ヤ ソー トー ンのシンターに一時滞在 してメコン川
対岸のチャンパサ ックに庇護を乞 う(1770年 頃)。1773年 にはさらにムーン川下流に
後退、 ドーンモ ットデーンに居住域をつ くる。これが今 日のウボン県の前身である。彼 らは1
774年 コラー トのシャム官僚 を通 じて庇護 を求めた。シーブンサーンの一派はさらに追って
プラウォー も処刑す る。残党はコラー トを介 してタークシンの庇護 を求めたが、タークシンは
後のラーマ1世 にこれ を任せ、1778年 にチャンパサックとヴィエ ンチャンを征伐す る。 ウ




タークシンの 「ラオ征伐」の名 目がどこまで史実であるかは判断 しかねるが、いずれにせよ、
その結果タイ側は1778年 に ヴィエンチャンとルアンパバーンか らそれぞれ守護仏をもちか
えり、その内の一体パケーオ(エ メラル ド仏)を 納めるワット・プラケーオ(現 在のタイ観光
名所エメラル ド寺院).を建立(7)、翌1779年 にはラオの各王国を朝貢国 とした。以来、ラ
オ諸国の住人は王も庶民もタイ側の隷属者 となる。





部タイに協力的で1792年 にムアンに昇格 した。東北タイの現在に至 るラオの布置は、この
時期に端緒をもっている。 ウボンはその拠点となった。ただ し、彼 らはあくまでもバンコク勢
力圏に内属する 「異人」であった。1805年 に編纂 された とい うタイ側の 『三印法典』には、
ラオはビルマ、モーン、クメール、ケークらと並んで、タイ(族)と は明瞭に区別 され る異民
族、異国人 として記載 されている[lshiieta1.1990vol.4:2810-2811]。
そのことは、従属者側の頂点にたつものにも対象化 されていた。1824年 から入墨制度を
王国内、属国領 に採用 し壮丁徴収を本格化 させたプーマ3世(1824-51)にたい し、アヌ ・ウォ
ン王の乱(1826-28)が起 こる。アヌ ・ウォン王はバ ンコクで育ち、青年時代シャムの軍司令の
一人 としてビルマのシャン州の戦闘でも活躍 し模範的な隷属王であった。入墨 された者 はシャ
ム公民となってラオではな くなる。そのシャム拡大主義への抵抗は、しか し失敗する(8)。ア
ヌ ・ウォン王は晒 し者同然の溺死刑 をうけた。 この事件は、現在 もアヌ ・ウォンを英雄視する
ラオス側のラオ人知識人の間で歴史的 「屈辱」 として語 り継がれるように、タイ とラオの国家
間関係 において、メコン川左岸の住民にお ける 「ラオ」意識を強化するきっかけとなった。
それ を反映するかの ように、タイ仏教を刷新 したラーマ4世(モ ンクッ ト)王は1865年
に首都バンコクからモーラムな ど 「ラオ芸能」の上演を禁 じる布告をだ している。 ラオの芸能
がタイの地に根付 くことは望ま しいことではない、ラオはタイの隷属者であってもタイはラオ
に隷属 したことはない とし、当時タイで大流行 していたラオのケーンを吹 くのを1-2年 停止
せ よ、違反者は処罰す るとい うものである。拒否されたのは芸能ばか りではない。掠奪された
守護仏像の一体ババー ン仏 も、タイ国内にあっては旱魑の元凶となると忌み嫌われ返還 された。
ラタナ コーシン王朝初期(プ ーマ1-4世)の 為政者や歴史家は、東北地方のチー、ムーン
川流域やメコン川沿いの人々をチャオプラヤー川流域の住人 「タイ」 と明瞭に区別 して 「ラオ」
と記載 している[Thawisin1988]。タイとラオがその呼称を民族指標 として挟を分かっものと
して捉えさせる制度的布置は、続 くプーマ5世 時代に入る以前に 「われ ら=彼 らj図式 として
為政者 レベルで醸成 されていった経緯をみることができる。 さらに、 「タイ」人による 「ラオ」
人蔑視の背後で、ラオス領内でのラオ人意識の昂揚 とそれに伴 う東北タイ移住者への葛藤 も顕
在化する。筆者はランサー ン王国解体の時期からラーマ4世 の時期までに、今 日複雑にもつれ
る 「ラオ」の在 り方をみている。 冒頭で紹介 した役人の語 り(ステー トメン ト)には、歴史的
な国家間関係から生まれてきたラオ ・アイデンティティの両義的意味を十分に解 しっっ、慎重
にふるいわけよ うとす るラオス側のまなざしが示 されている。
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3イ サーン
迫 りくる植民地勢力 との関係のなかで、前世紀末か ら地方行政改革を進めたラーマ5世 は、
東北地方に住むラオ人の世界をタイの国民 と土地 として宣言せ ざるを得 ない状況に追い込まれ
る。1892年 以降の地方行政改革は、制度的に東北に住むラオをタイにする契機 となる。中
央政府が、東北地方に以前からあったラオを冠する地名を変更 した り、民族名 としてのラオの
使用を法的に禁 じたのは、植民地ラオス成立の1899年 のことである。当時の改革を実質的
に推進 した内務大臣ダムロンは、ラオ人は存在せず 同根のタイ人であると説いた[Da町ong197
4:304-306]。首都中央の人び とが抱 く 「異民族、異国人ラオ」は表向 きには棚上げされ、国
民同一性が求められた。 ラーマ6世 以降、バ ンコクを中心に国家アイデ ンテ ィテ ィや 「タイ伝
統文化」が再編 ・創造 される過程で、東北タイを拠点 とす るラオはその影の部分を背負 うこと
になる。チャク リー改革以前からの 「辺境の地」 コラー ト高原にそ うした舞台設定は容易であ
った。ラオ人はラオ語を話 しモチ米を主食 とする。 ラオ人は納税者 としてはタイ とされっつ、
構築され るタイ文化 とは逆像をなす周縁人 となってゆく。逆に、東北地方 と中央政府 との地理




的に映す場 となった。1920年 代に初等学校で教師が教えた歌を、今 も覚えている東北タイ
の古老は多い。その内容は 「東北の地はタイのもの、われらイサーン、タイ国民として一致団
結」 とい うものである。 さらに、第二次世界大戦中のピブーンの政策において も、ラオ を名乗
らないことはもちろん、唄の名称からもラオをはずす ことが布告として強制 されている[Ko1
990:167-69]。中央当局は、ラオにたいす る為政者側のパースペ クテ ィブを保持 しつつ、中央
との関係においてはタイ国の一地方化を繰 り返 し進 め、民族アイデンティティとしてのラオ色
を当地において脱色させ ようとしてきた といえる。
だが、1958年 に在タイ外国人が著 した 『タイの人び と』でも、イサーンが東北地方以外
の意味では記 されていない ように[Seidenfaden1958]、それ らが今 日のような地域アイデン
ティテ ィへ と膨 らみ始めるのは、中央政府の政策 を直接的に反映し東北地方農村全体が世界の
市場経済機構 に突如投げ込まれた60年 代以降のことである(cf.Keyes1967:12;39)。第二
次世界大戦 中にも東北 タイはウマや綿の供給地であったが、大規模な換金作物栽培 とい う点で
は60年 代に本格化す るケナフ、70年 代のキャッサバがその契機を作った。また、1962
40
年にサ リッ ト政権が地方開発政策の拠点としてコーンケン県を拠点 としたことで、東北地方は
「悪漢」(共 産主義者)と 、米国の反共政策に歩調を合わせ るバンコク政府が対峙す る緊張の
場 と化 した。 こうした開発政策にいたる経緯はイサーンを経済 ・政治のよ り広い文脈 に位置づ
け、人び との生活世界 を認識 させ る一表象となった。 さらに、ラオスを含む近隣諸国が相次い
で社会主義国化す るに及んでは、ラオス側 の住人は 「肝を喰 う」共産主義者 として喧伝 され、
東北タイのラオ との分離は急速に進んだ。 そして、80年 代初頭に東北タイに隠る最後の共産
主義者の投降をもってこの地方はタイの開発優先地域 として中央 と一層直結 してゆく。主食:の





1945年 以降の 「30年戦争」とよばれる時期を経た社会主義への道の りはくタイ側のラオ
人からは見えにくいものであった。米軍による猛烈な秘密爆撃の傷跡は現在もいたるところに
みられる。その爆撃機 は東北タイのラオ人が住む ウボンや ウ ドンの米軍駐留基地か ら飛来 した。
ラオス側での聞き取った個人史は、ラオもその他の民族もこぞって攻撃 目標 とさせる囮村 をつ
くり、 日が暮れてから野良で耕作 し森のなかで結婚式をあげた とい う、物理的暴力か ら逃れる
くらしぶ りを再現す る。外部からの脅威は、ラオ も非ラオもな く生存をかけた協力行動を促 し
てきた。それは教条 としての社会主義 より、相互扶助 を縦糸とした、多数民族横並びの同胞主
義の実践としてのラオ式社会主義に連なっている。
冒頭の 「イサーンはラオではない」 とい う表明には、ともに国家を異にするとい う尺度 を一
方で共有 しっつも、異なるメッセージを運んでいる。モン=ク メール系の諸民族や山住みの民
とともに国造 りをしているラオスのラオ人は、彼 ら周辺民族に対 してきわめて明確な政治的 ・
文化的求心力を創 りだ している[林1994;1996、Hayashi1995]。仏教をはじめとする大伝統
を担い、政治的ヘゲモニーを掌握す るラオ人エ リー トにすれば、イサーンとはかつての民族の
誇 りや魂を売 り渡 した 「非民族」 としてのラオ とい う含意がある。ただ し、ラオスのラオ農民
にこうした見方は少ない。それ以前にイサーンについて無関心である。爆弾を降 らせた内戦か
ら社会主義体制へ移行す る30年 間の経験は、国境をこえたキ ョウダイにたいする同胞意識や
関心を培 う基盤 を忘却 させている。
それ とは対照的に、1984年 に起こった国境(サ イニャブ リー ・ウタラデ ィッ ト間)三 村
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問題は、タイ国側の一知識人のラオへの変わ らぬまな ざしを鮮やかに示す事件であった。タイ
国の元首相 で文筆家のククリッ ト・プラモー トはこの問題に関連 して1988年2月23日 付
サイアムラッ ト紙上で、ラオは自ら主人になったことがない、劣等感にさいなまれ続ける依存
民、二百年 たった今、再びヴィエンチャンを焼き払 うべ しと発言 している[Wijeyewardene199
0]。こうした見方 は、タイ伝統主義者にみえるククリッ トが、その近代思想の面において英
国の教育を通 して植民地主義的教養を備 えた人間であることをこそ示すが、その奥底にはケー
ン(笙)を ふ くな と百十数年前に布告をだ したラーマ4世 王 と寸分違わぬ ものがみえる。為政
者、知識人のまな ざしのもとでは、小国のラオ人は永遠の隷属者 とされ続ける。そ して、それ
はそのまま同国のラオの地、イサーンへのまなざしをも構成す る通奏低音をな してきた。
民族(sonphao)とい う個々の差異を全民族(bandaphao)たるr民 」(pasason)に解消 し
て実現困難 な同胞化を企てるラオスでこそ、民族の取 り扱いが政治的に意識化 されている(9)。
当局は 「主要民族」を言外 の前提 とす る 「山地民」 「少数民族」 とい う語法ない し用語も慎重
に避ける。正反対に、タイではそれ らを公然のものとしている。東北のみな らず、南部のムス
リム社会、北部のチャオカオであれ、民族やマイノ リティの問題を、地方や地域性の問題 とし
て扱 う傾向がある。逆 にいえば、その地域性のイメージを喧伝 しつつ中央当局か らのまなざし
の力学をほ とんど包み隠す ように して、啓蒙的な装いを得た開発政策による 「国民統合」を推
進 してきたといえるだろ う。
実際に、タイ全国ないし政府当局から、あるいは東北人でないタイ国人がイサーンを語 る場
合、劣悪な環境、貧困 とラオ とい う含意がある。中部タイ人を主 とする人びとが乾燥地のコラ
ー ト高原 とそこに住む人びとにたい して与えた言辞を順に並べれば、前世紀か ら今世紀にかけ
ては異民族 の巣窟、愚者の居住区 とされ、第=二次世界大戦以降は出稼者の温床、人心をかどわ
かす共産主義者の隠れ里、啓蒙 ・開発 されるべき地域、といったものがあげられる。 こうした
見方は、 「正史」 「正論」を編纂するバンコクの為政者 ・知識人を通 じて増産 されてきた。 自
然や市場経済に翻弄され るばか りではなく、当事者性をまった く欠 く外部者のまなざしによっ
てイサー ンは翻弄 され そのイメージを再生産す る。外国人による調査研究もその将外にはない。
60年代には、首都の人力サムロー引きのほとんどが東北出身のラオ農民であることを検証 し
た研究[Textor1967]も、そ うした国内での言説を補強するために援用 され る。80年 代に
入 って ようや く実質的なものとなった開発の時代に、天水依存のひび割れた田圃を前になす術
もない とい う風情で綜む東北農民の写真は、官民が好むステ レオタイプのイ コンとなった1中




多 くの外国人に与 えられる東北地方の周縁的イメージは、およそ払拭 され る気配はない。すな
わち公的な制度領域からラオ とい う名は消され ようとするが、蔑称 としてのラオの痕跡はイサ
ーンに継承されている。
イサー ンという語は、中央政府のまなざしのなかでは 「異民族」と対象化 されつつも、対内
的、対外的表象 としてラオに とってかわる 「地方」呼称である。開発計画の実験場 となること
により、海外 と連動す る市場経済の波を直接的に被 り、急激な社会変化によってその基盤 を大
変貌 させてきた場所である。 市場経済の波は、地方経済格差とい う尺度 も現実のもの としてき
た。そ うした過程 をへて、若い世代を中心にイサーンというアイデ ンティティが広 く受容 され
てきているように思われる。冒頭 に示 した 「イサーンにラオはいない」 とい う言い方 には、一
国内で首都中央 と連続する 「地方」性を強調す るものである。彼 らに とってのラオ とは、た と
え同じような言語 を話す人び とであったとしても、社会経済的に閉ざされた体制をもち、自分
たちの生活水準よ り下位 にある外国の名称と住民である。彼 らに民族 とい う言葉 はほとんど意
味をなさない。今 日標準タイ語で教育を受ける東北出身の人び とには、ラオ と呼ばれ ることを
あからさまに拒否する態度 さえみられるが、それは 「社会主義国化 した異国」以前の ラオの記
憶を共有 しない世代の間では、タイ国の一地方 とその住民 としてのイサー ンとい う異なる自己
定位法が支配的にな りつつあることを示している。
にも関わらず、ラオ とい う名称 も意識 も、百年近 く取られ続けてきた政策の前に東北タイか
ら根 こそぎ消え失せて しまいっっあるわけでは必ず しもない。ひとっには年代的なズ レ、個人
差をもちなが らも持続 している。 自己の文化的なアイデンティティをなおラオに求める者には、
80年代初頭に筆者 を叱責 した年輩者のよ うな人びとのみならず、分断されたラオはいずれ再
び統合 されなければならない と主張する知識人 さえ、今 日なお少なか らず存在す る(10)。
さらに東北タイのラオ人社会が成立す る生活空間そのものに目を移すと明らかになることだ
が、生活空間をその場において共につ くってきた隣人関係、民族聞関係 においてラオ とい うア
イデンテ ィフィケーシ ョンが、その担い手自身の自己認識 とは別に存在 していることである。
ラオは東北タイ地方最大の言語集団であるが、同一の ラオ人が均質な地域世界をつくりあげて
いるわけではない。他の東南アジア大陸部の地域 と同様、タイ語系の言語集団ではない非タイ
人が居住す る。すなわち、モン=ク メール系諸語族であるス ウェイ(自 称 はクイない しオイ)、
チャオ ・ボン(ニ ャー クル)、 クメール、さらにプータイ、 ソー、カルーン、ニ ョー といった
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人び とである。これ らの多 くの民族のなかにあって、ラオは同地域における元々の住人とい う
より新参の集団である。 さまざまな言語集団がコミュニケー トするとき、そこではラオ語が同
地域でのランガ ・フランカとして使用 され る。そ うした状況は、国家や中央 との直接的な関わ









い会 うとき、両者は社交辞令 としてキョウダイだ と肩をたたきあって同胞意識 を表明する。た
だしこの場合、現在住み分かれた現在のラオ人の ことをさしてお らず、遠い過去の記憶のメタ
ファー としてのラオがもちだ されている。社交辞令が通 じない問題状況に出合 うとき、あなた
はタイだか ら、 とラオスのラオ人は明快に自他を差異化す る。 さらに、イサーンであると名乗
る彼 ら自身もまた、中央の人間がイサーンに向ける視線 と同 じものを投げかける相手を隣人の
なかにもってきた。 同じ東北地方に住むスウェイ人であり、ケーオ(ヴ ェ トナム)人 である。






アン ・チャン1世 が2万 の軍勢で東北タイを占拠)。 元々ラオ人が この地方にどれほどいたか
は定かではない。アンコール壊滅後、政治的に無人化 した といわれるこの地域にラオ人の王族
貴族やその取 り巻きがや ってきたという伝承があったとしても、アヌ ・ウォン王反乱後約半世




の強制移住が引金 となった といわれている。実際に1885年 に禁止 されるまで実施 されてい
た入植誘致政策 によっても、移住はラーンサーンが解体、タイに敗北す る前後 に始ま り、従属
が決定的になってから急増 した。そ して、ラーマ5世 が内政改革を実施するまで、東北 タイは
ラオ人の居住域 として認識 され、ナ コンラーチャシーマーを経由して税を徴収 され るローカル
・チャネルを除き、中央政府か ら名 目上の支配 しか受けていなかった。っまり、一種の政治的
自律空間をな していたのであ り、内実はそのまま貢納一属領政策をとられていたメコンの東岸
のラオ人社会 と連続 していたとみることができる。
前述のごとく、ラオ人の東北タイのコラー ト高原への移住がランサー ン王国の分裂解体 とと
もにもっとも盛んになったのは18世 紀初頭のことである。それは後には今世紀にまでいたる
タイ国の地方行政の中央集権化 と並行 して促進 された。その経緯 もあって、17世 紀以前には
コラー ト高原上にほとんど人がいなかったかの ような印象を与える。 しか し、最近タイ国の知
識人によって進 められている古文書研究は、ラオ人の東北タイへの移住の前後の歴史状況にっ
いて新たな光をあてつつある。それ らによるとラオ人の移住が盛んになる前に、すでに住んで
いた住民は、ラオや タイがカー と呼ばれてきた、モ ンニクメール諸語族の人びとであったらし
い。16世 紀か ら17世 紀にかけてのコラー ト高原は、ラデーない しカーが勢力をもっていた
とす る見方 もある[Suchit1995:52-54]。また、18世 紀初頭、今 日のヤ ソー トン周辺では移
住 してきたラオの貴族 と 「ピー」 との間に治安上の問題や葛藤があった ことを記す文献があ り、
ある歴史家は精霊として描かれてい るのは先住民であると推察 している[Thirachain.d.3-4]。
こうした古文書のなかにだけではなく、今 日東北 タイに住む高齢者の人び との回想のなかに
も彼等は現れ る。モンコクメール系諸語を話す先住民たちは、ラオス と東北タイを往来 してい
た。ラオスには 「山腹ラオLaoThoeng」とい う政策上の民族範疇 に括 られた数多 くの先住民族
が住んでいる。30年 戦争でのゲ リラ戦に活躍 した人び とである。1992年 までの統計では
全人 口の25パ ーセン トを占める。 これにたい し、東北タイでは、彼 らはタイ化 したクイ、ニ
ョー、ソー人らを残 し、ほ とん どが過去の歴史のなかに埋もれて しまっている。 ラオの古老の
語 りのなかに生きているだけであるが、第二次世界大戦後 しば らくの約40年 前まで、彼 らは
ラオスか ら東北タイに林立 したラオ人集落の間をぬ うようにしてやってきていた。
ただ しそれは住人ではな く、東北 タイへの 「帰還者」 として登場 している。それはチー川流
域の集落よ りも、ソンクラーム川流域およびムーン川流域および(す なわちヴィエンチャンや
チャンパサ ックの対岸地域)で 顕著である。そのあた りの老人たちは、幼年時代にさまざまな
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名 称で記 憶す る 「異 人」 と出会 った ことを語 ってきかせ る。 ソン クラーム川 流域 の ラオ、 カル
ー ン、 プー タイの古 老 たちの 間で は、カー ・タオ ーイ(KhaTaoi)、カー ・ハ ー ン(KhaHang)
がそれ ぞれ の集 落 を訪れ てい る。 他 方、 ムー ン川 流域 にあた る ウボ ン、ヤ ソー トー ン周辺 の ラ
オの集 落で は、カ ー ・ラデー(KhaRhade)、カー ・ソン(KhaSong)カー ・バ イ ソン(KhaPa
isong)そしてカ ー ・トンル ア ン(KhaTonLuang)と呼ばれ る人び とが古 老た ち の 口にの ぼ る。
ラオ スか らメ コン川 を越 えてや って きた異 質 な言語 集 団には こ とごと く 「カー」 とい う接 頭語
がつ け られ る。 どの民 族 を さす わけで もない。
それ ぞれ の回想 に は共通 した ものが ある。 それ は彼 らの身体 的特徴 で あ り訪 問理由 であ る。
サ コンナ コ ン県 のカル ー ンの集 落B村 の古老 の一人 は次の よ うにい う。 「14-5歳 の頃
(1920年 代)、 ラオ スのほ うか らカー ・タオーイ がや ってきた。後 頭部 に長髪 を束 ね石 弓
と背:負い籠 を もった彼 らは 、 ラオ語 で このわれ われ の村 を も ともとは 自分 た ちタオー イの もの
だ った とい うんだ 」。 さ らに、1902年 生 まれ の長 老 も 「自分が40代 の後 半の ときに も同
じカー ・タオーイ が来 てい る。 とにか く長 身で色 が黒 くて、水浴 び も して いな んだ ろ う、臭 う
連 中 さ。 『骨 を入 れ る』古 い壺 を探 しに来 てい たんだ 」[T.KutBak,A.KutBak,C.Sakon
Nakhon]o
他方 、 ウボ ンは クア ンナ イ郡KY村 の81歳 の ラオ 人イ ンフォーマ ン ト(1993年時)は 次 の
よ うにい ってい る。 「10歳 か そ こ らの ときにみた き りだが 、カー ・ラデ ー とかカー ・トー ン
ル アンが集 団で この村 にや って きた。背 中に長 い籠 を しょい こみ、ふ ん ど しを してい た。 彼 ら
は分 かれ て村 に入 り、 自分 た ちの祖 先 が もっ ていた古 い壺 を探 しに来 た とい う。 コー ム時代 の
ものだ といって いた。 ま た、大昔 に 自分 た ちは ここに住 んで いた ともい った」[T.KlangYai,
A.KhuangNai,C.Ubon]a
彼 らの多 くは訪 問先 で 、先 祖 が ラオ スへ 渡 る前 に埋 めた 「古 い壷」 を掘 り起 こ しにきた 、 と
告 げてい る。 ヤ ソー トンのラオ人集 落 のNK村 では 、カー ・バ イ ソンが 同 じよ うに壷 を探 しに
や って きたがみ つか らな か った ので、 ラオ ス側 か らや って きた偽銀 を タイ の銀 貨 と交 換 しよ う
と した とい う話 も伝 わ る。 ウボ ンの クアンナイ郡 のBK村 に もカー ・ラデ ー、 カー ・トンル ア
ン として記 憶 され る同様 の人び とが1920年 代 中頃 に集 団でや って きてい る。 自分 た ちの先
祖 が もってい た ものを探 しに きた、 といい 、その集 落がや は り昔 の集 落 だ った と述べ た。現在
で もラオ スの 山腹 ラオの慣 習 と してみ る こ とがで きる よ うに、モ ン ・クメール 系諸族 の社会 で
は代々継 承 され て きた壺や銅 鼓 は、水 牛 と ともに 自己のス テー タス を しめす財 産、婚 資金 であ
る。陳列 され てそ の所 有者 の 富 と名誉 を顕示す る。 これ を壊す こ とは甚大 な る侮 辱 を与 え るこ
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とである(12)。イジコヴィッツは北ラオスの ラメッ ト人社会 において、集落の安穏 を祈願す る
水牛供犠の儀礼で使われた銅鼓や絹布が、儀礼終了後はその所持者(首 長)だ けが知る森 のな
かの地中に埋められていたことを記 しているが[lzikowitz1951:300]、筆者の聞き取 りでも、
東北タイのシーサケー トに住むス ウェイ(自 称はクイないしオイ)の 集落では、つい先代まで
壷に金や銀を入れて土中に埋める習慣があった。彼 らは村を他所へ移す際、移動中に奪われ る
ことを懸念 して壷を同時に運ぶことは しない。移動する前に壷を土中に埋め村(家 屋)の 移転
を無事に終え移転先が安寧であることを確認 した後に、旧村(家 屋)へ もどりそれを掘 りおこ
して移す。埋蔵場所はその周囲の樹木の位置や地勢で判断された。古老たちが遭遇 したさまざ
まな 「カー」の訪問 も、おそ らくそのための帰還であったと思われる。
東北タイに 「カー」たちがやってきた時期 は、筆者が蒐集 した聞き取 り資料では1905年
頃が最 も古い。記憶 をとどめるインフォーマン トの年代の上限である。それ以前にも彼 らの訪
問はあったに違いない。また、第二次世界大戦以後に東北タイを訪れた 「カー」たちは、壺を
求めるだけではな く、ラオス側 よりも良質 と彼 らが信 じたタイ側の銀を求めにきたとい うもの
や、小規模な行商もす るようになっている。ナコンパノムのプータイの集落には、ラオスのサ
ー ラワンか ら籐細工やカ ミン、ティップカーオ(米 櫃)や 薬草を売 りに来たカー ・タオーイが
記億 されている。季節 を選ばずにやってきたという。 しかし、1950年 代半ばを境に して ど
の集落でも 「カー」の訪問がなくなっている。
東北タイのラオの人び と、 とりわけ高齢女性たちは、カーが背負っていた美 しい籠は、ラオ
の子供を入れるためのものだった とい う。彼 らが祀る精霊に捧げるために、籠 に入れた子供を
(壺を埋めるのと同様)土 中に埋めると金や銀がなる木生えて くるという信仰が彼 らの宗教だ
った といまも信 じている。 そして、そ うした話が人びとの間で語 りつがれていた。母親に、
「カーや タイがお前をさらいにくるよ」 「肝 を食べに くるよ」 といって寝か しつけられた当時
のラオの子供たちが、今 日老境にある本稿のインフォーマン トたちであった。その 「異人」の
記憶は、石 弓も しくは槍 を携えてふんどしをした長身の男たち、皮膚 は黒 く長髪 、異様な体臭、
それ と対照をなすよ うに美 しく編み込まれた細長 く背負い篭な どの形象 とともにある。そ して、
そ うした集団のなかには、必ず ラオ語を流暢に話す者が混 じっていた。だが、彼 らだけで話 し
ているのを耳にすると、 「まるで鶏がないているよ う」なことば、だったといっている。
訪問者たちがそのままラオ人女性 と結婚 して集落に残ったとい う例はきわめて少ない。ほと
んどが東北タイのラオ人集落を転々とした後、ラオスへもどった と伝 えられている。婚入 した
例では、その末喬はラオ として認知 されている。興味深いのは、訪問者であったカーの人びと
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は、東北タイの人び とのことをタイ国側のラオ(ラ オ ・タイ)と 認知 してお り、カーを前に し
た人びとがその記憶を話す ときには、一様 に自分たちのことをタイではなく(こ の文脈では、
タイもカー も外部者 である)、 ラオとして自らを語 ることである。
(2)隣人関係のなかのラオ
東北タイのラオ人は東北地方以外 の人び とに対 してはイサーンを名乗るが、東北地方の少数
者たち との関係においては、ラオと呼ばれラオを名乗 る。また、ラオでない人び とはラオ人の
ことを 「半農民、半商人」のような行動様式をもつ人びととして語 る。時代を遡るほど、それ
ははっきりする。 ラオ人にすれば、よりよい暮 らし向きの方途、地位 向上を求 めて、未耕地の
探索や先住者 との交渉を繰 り返 してきたのがこの半世紀の生きざまであった。同時に、移動に
移動を重ね、異民族の娘 と結婚 して土地を手に し、それを後か らやって くるラオ人たちに高値
をっけて転売 ・村外出を繰 り返 してきたや り方は、頭がよく商い上手 とい う印象を非ラオ人に
与えている。シーサケー トに住むクメール人のある古老は、自己の利益のために先住者や異な
る言語集団 との交通交渉に長け、故郷をひ とつ としない羨ましい人び とだ、 とラオを評す る。
このラオ人像は、イジコヴィッツが約半世紀前に記述するラオス側のラオ人が実践す る異民族
間関係のあ りかた とかな り一致する[Izikowitz1969:137]。
ナコンラーチャシーマーに居住する 「少数民族」チャオ ・ボン(chaobon,言語集団名 とし
てはニャークル)を 調査 したプ リーチャー らによれ ば、彼 らは嫌悪感をもってラオとタイを次
のように観 ているとい う。 「(ラオは)ど こかにバナナやサ トウキビを求めて集まるモ ッ ト・
ンガーム(蟻 の一種、pheidologetondwersus)のようだ(蟻 はどこかに甘い ものをみつければ、
そこへ群 をなして集ま りたかりすっか り食い尽'くす)。 われわれチャオボンはなんのお こぼれ
にもあずか らない、蟻(ラ オ)が すべて食べ尽 くす」[Prichaeta1.n.d.3]。この種の見
解 は、かな りの程度までコラー ト高原上の他の非 ラオの少数者たちが共有 している。彼 らは一
方では流暢なラオ語 を使 って、その見方を示 している。同 じ地域をともにするその隣人たちの
まなざしのなかで、ラオが どのよ うに観 られているのかをあげておこ う。文体の如何を問わず、
叙述はすべて聞き取 りか ら得られた語 り(ほ とんどがラオ語)に 基づいている。
a.ス ウェイ(ク イ)の まな ざ しのな かの 「ラオ」
NK村[T.NK,A.NamKliang,C.Sisaket]は「村 長」制度 が導入 され る年(1892年)
よ り前 に開村 された。 現在 は ラオ との混住 村 にな ってい る。仏 教寺院 が ある。
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【村長/男/1954生】ラオ人は2割 ほどである。彼 らは皆あとからやってきて住んでい る。ス
ウェイの村人は彼 ら同様水稲耕作をしている。陸稲作はイネの病気 と甲虫の害(rokduwong)
が重なったので25年 前に破棄 した。 ラオ と同 じくモチ米を主食 としてきたが、ウルチを多 く
植えるようになっている。 ウルチ種を売ってモチ種 を買 う。仕事をする昼にはモチ種を食べ、
夕食 にウルチ種 を食べる。以前、陸稲 を植えていた地所には商品作物のキャッサバ、最近では
市場価格がいいケナフを植 える。畑の使い方は、一年 目にスイカ、二年 目に トウモロコシを交
互に植える。1987年 か らユーカリ植林が始まった。1キ ロあた り70-80サ タンで売れ
る。村長が初等科1年 のころ、1960年 代初めから、人び とはケナフを植え始めた。 また、
昔は森がた くさん残 っていたが、1975年 にス リンからキャッサバの種を持ち帰った人があ
り、森 を開いて植え始めて一挙に広がった。
【古老/男/1924生】 自分はず っとここに生まれ住んでいる。われわれの祖先は同郡内のSS
村出身者である。 この村のスウェイで新 しく移 り住 んできた者はいない。ラオ とクメールが一
緒に住む同郡内のTP村 へ移出 した者はいる。昔は、ラオ と一緒に住むスウェイの村などはな
く、それぞれ別 の村 をつ くって住んだ。この村に初めてやってきたラオ人は、かな り年輩の教
師だった。4年 間住んだが独身のままだった。 自分はその最初の生徒である。12歳 のときで
寺院の講堂を使 っていた。3年 間(1937-39)で初等科1年 か ら3年 までを履修 した。習った
のはタイ語 と算術。 このことはよく覚えている。最後の年、それまでの国名サヤームから今の
タイになった(タ イ国歌を口ず さむ)。
一般人 としてのラオがいつごろこの村に往来 しだ したのかは定かではないが、仏暦2514
(西暦1971)年にラオの警察官がここにきた。それ以降、普通のラオが入村 し始めたよ うな気
がする。彼 らはたいてい単身でこなかった。先に結婚 していて夫婦家族でやってくる。そ して
われわれから畑地(hai)を買い、耕作していた。そ して、さらに後か らや ってくるラオ人に
それを売っていた。 ラオのP親 父は25年 位前にここにきた。 当時23歳 くらいだったろうか。
二人目の子 どもができた直後だった。最初、P親 父は1ラ イ当 り400～500バ ーツでわれ
われス ウェイか ら土地を購入 した。 しかし、後に2-3家 族のラオ人世帯がやって くると、ポ
ー ンおや じは新参者(ラ オ)に1ラ イあた り五千バーツ位で売 る。大儲 けしてた。そ うやって
土地を売 り買い していた。彼は(「 土地転が し」をしつつ)今 日までここにいる。
【村の守護霊儀礼の執行者chamB/男/1925生】この村出身。母はこの村出身のスウェイ、
父はN村 出身のラオ。父は出家 し還俗 して後にこの村で妻をめとった。9人(男6、 女9)の
子 をもうけた。B氏 は5番 目。全員、スウェイの男女 と結婚 している。 この村に残 るのはB氏
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ほか4人 で あ る。
当人 はい う、昔 は ラオの家族 もいた ときい てい るが、す でに物心つ い た ときに はそれま で見
知 って いた ラオの 家族 はい なか った。 残 った のは 自分 達の家族 だ けで ある。15歳 の とき、 こ
の村か ら約26キ ロ離 れた ス ウェイ の村K(現 在 は ラオばか り)の 寺 で見 習僧 となった。 同寺
の住職 が 自分 が生 まれ た このNK村 出身者 だ ったか らであ る。 そ こで2年 を過 ごす。 教法試 験
の勉強 も した。還俗 して帰村 、す ぐに結婚 す る(17歳)。 妻 はス ウェイ で14歳 だった。 ふ
た りの子 ども(長 男、長 女)を も うけ るが、上 の子 が3歳 、 下の子が1歳 の とき に離婚 、 子 ど
もらは母方 にひ き と られた。(妻 が子 をひ き とる慣行 は一般的)二 年 後、 再婚。 現在 の妻(ス
ウェイ)を め とる。 教 法試験3級(nakthamtrai)と仏法原 理(1aktha㎜)を勉強 した。
自村 の寺院 に布薩 堂 がで きたの は1969年 の ことであ る。 チャム になち た のは7年 前 で村
人 との合 意 の もとに選 出 され た。 前 のチ ャムの とき、人や 水牛 が次々 と病気 に なった り死 ぬ と
い う災禍 がお きた。 それ で前任 の チャム は責任 を とってや めた のであ る。 自分 はそれ をひ き う
け るこ とに なった。 … 村 の守護霊 は、 ス ウェイの 間ではi-puと 呼 ぶ。 の ちに、i-pu,i-
taとな った。 チ ャムは 、プ ン(仏 教儀 礼)ご とにイプー を祀 らなけれ ばな らな い。 人び とが遠
出す る ときに も、 ブー チ ャーす る。 陰暦3月3夜 に、 リア ン ・ヤーチ ョー1iangyachoとい う
儀 礼 をす る。朝9時 ごろ。 家屋(dung)毎にゆで た鶏1羽 、米1椀 、酒1瓶 、 ロー ソク ・線香
1対ず つ、花 とと もに 準備 し、そ の家 屋 の主が祠 へで かけ る。 それ らの供物 を祠 の下へ お く。
チ ャムは上 に上が って 司式す る。他 の男女 も上 にあが る ことはでき る。 各 自が ゆでた鶏 の喉 を
切 って 声帯(khangkai)をみて 雨、安寧 の程度 を占 う。 声帯 の先端 が下 を向 いてい た り、上 を
向いて い るよ うで あれ ば よ くない。 ま っす ぐ水平 に90度 で折れ 曲が って いれ ば、最 上(大 吉)
であ る。 祠 の もとでの共食 は とくに定 め られ てい ない。捧 げた鶏や 卵 を もちか えって食 べ る者
がおお い[次 第は ラオ の守護霊儀 礼 とほ とん ど同 じ]。
ラオ でい うphithaenphifa信仰 があ る。 これ を司式す るの は 皿olamphifaである。 女
性(maelenthaen[SWEI:kheru.thaen])は、治療儀 礼 をラオ語 でや る。モ ー タム も多数 い る。
ク メール 、 ラオ、 ス ウェイ のモー タムがい る。以 前 にはいな かった よ うだ が、村 長が生 まれ て
か らは存在 してい る。 ス ウェイの人 び とは彼 らを総称 して タム(tham/仏法)と よぶ。
この よ うに、 ラオ とス ウェイは 同 じ仏教 と同 じ習慣 を もって い るの で ラオ との葛 藤 はほ とん
どなかっ た。
KW村[T.KW,A.Kantharalak,C.Sisaket]
仏教 寺院 が ある。 現 在の村 長 はラオ人 で妻 はス ウェイ。 綿づ く りを して い る。
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【寺委員長/男/1935生】塩はラオから買っていた。唐辛子theと綿kapaとで交換 した。交
換相手はラオだけではなくクメール ともしていた。自分たちは米や綿 を交換財 としていた。籾
4-5キ ロでナイフひ とつが得 られた。布を織ったとき、それ も売った。スウェイの元村ふた
っは現在はラオの村になっている。古い村ほ ど新参のラオが占拠 し、スウェイが多い村は新 し
い。ラオはスウェイの妻 をもらいに入村 してきた。伝え聞いた話 しでは、約100年 ほ ど前に
なろうか。現在では、ラオ100%の 世帯が50、 ス ウェイでラオの妻を得 るケースを多 く含
むスウェイーラオパタン世帯(人 数)が30。 村の人 口は1378、 世帯数が287で あるか
ら、ラオはまだまだ少数派である。だか ら、ここはまだスウェイの村だ。ラオの男がス ウェイ
の妻をめ とる場合、婚礼はスウェイ式になる。スウェイの婚資金 は高 くつ く(1992年 時点
で平均3万 バーツ[15万円])。妻方に居住する。もっとも最近では、ラオの女性 もこちらで
の トウモロコシの収穫 を手伝いにきて 日銭を稼 ぐようになっている。彼女たちは、ス ウェイの
男と結婚する。生まれた子供?そ れはラオ語 を話すようになるか らラオ人だろうよ。スウェイ
とラオの結婚は、最近では出稼ぎにでたバ ンコクな どで知 り合 うので、普通 になった。
TD村[T.TD,A.Muang,C.Sisaket]
【古老/男/1918生】われわれの村はもともと鍛冶が盛んな村だった。斧やナイフ、堀棒につ
ける刃などを作って、それを天秤棒で担いで売 りに歩いた。ヤソー トン、 ウボン方面だけでは
なく、コーンケン、ローイエ ッ トにも売 りに歩いた。一年に四度はこうした行商に出た。ラオ
の村だけではない。 クメール、スウェイの村 にも売 りに行った。お得意 さんはラオやクメール
だったので、ふたつの言葉はしゃべれる。基本的にはラオ語で通 じる。いつでも、売るもの以
外に食事などを携帯 してゆくことはない。それぞれの村には仏教寺院があって、そこで食事に
あ りつける。寝泊ま りもそこでする。第二次世界大戦前までは、 「クラー」(後 述)の 行商が、
われわれの村にもよくやって きていた。彼 らはわれわれ と同 じよ うに、しかし大きめの天秤棒
を担いで主に衣服や耳飾 りのような装飾品を売っていた。 ラオの人び とは、60年 代近 くまで
われわれの村にコメを売 りに来ていた。
b.ク メール の まな ざ しの なか の 「ラオ」
K村[T.KS,A.Kantharalak,C.Sisaket]
30キ ロも南下すれ ば カ ンボ ジア西北部へ抜 ける。 この村 で ラオ語 が話せ る女 性 は多 くない。
仏教 寺院 に止住す る89歳 の老僧 も、カ ンボ ジアか らでて きて30年 以 上 にな るが 、 ほ とん ど
ラオ語 を解 さない。 クメール 語の 貝葉折本 があ る。説 法 はク メール語 で行 う。 寺院 には これま
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でラオ人の僧侶が止住 したことがない。村 の老人はクメール語が読み書きできる。
【古老/元 校長/男/1929生】(語 気強 く)… わた しらはクメールだ。 ラオと違って金儲
けのために、おいそれ と自分たちの親たちか ら譲 り受けた土地を棄ててまででることは しない6
出稼ぎをす るのはラオである。われわれの村からはサウジアラビアや シンガポールへ出るもの
はいない。 … 父親 はクカン出身だった。独身でここへや ってきてクメールの妻 をめとった。
わたらしらの祖先は皆クカンにいた。そ して徐々に東へ と移住 してきた。砂糖椰子が茂るよい
土地をみつけてできた村が元村のTで ある。人口が増えて食い物が少 なくなったので、南側 の
沼のそばに7戸 が分かれて集落 をなした。 これが現在のK村 である。今か ら80-90年 程前
のことである。 ・… 元村のい くっかは 『ラオに食われて しまった(Laokin)』。たいてい
は、まずラオの男性がクメールの妻をめとって婚入する。そ して、彼 を頼ってすでに世帯をよ
そでな してきたラオ人夫婦や家族が どっと押 し寄せて くる。最終的に、彼 らが元々クメールで
あった村を占拠 してしま う。R村 がそ うだ。彼 らの何人かのクメール人は、まるで追われ るよ
うなかっこ うで、近 くに別の場所 に新 しい村を作って移 り住んでいる。クメールの古い伝統や
習慣を知 りたかった ら、古い村ではなく新 しく開村 された ところへ行 くほ うがよい。
第二次世界大戦の前には、クラー とラオ、ケーオ(ヴ ェ トナム人)が よくこの村にやってき
た。われわれが作った松明(kabon)を買いに来ていたのである。1960年 代以降は、プー
タイの人び とがわれわれの織った布を買い求めに来 るようになった。 スウェイの人びとはここ
へ鋤や鍬、ナイフなどの鉄製品を売 りに来た。スウェイはクメール語が分かった。われわれは、
スウェイのことばはわからなかったが。ずっと昔か ら、わた しらクメールは買 う多くの コメの
品種をもっていたので、同 じクメールはもちろん、ラオやスウェイの集落か らそれ を分けてほ
しいとやってきた。往時の東北地方(イ サーン)に はたくさんの未耕地があった。実際に、誰
でも行こ うと思えばどこへでも好きな場所へ移 り住むことができた。ラオは自分たちの農地を




【長老僧/1922生】現在の村名 は1989年 に変更された。それまではサメック村 といった。





30歳 のとき(1952年 頃)、 こちらの土は悪いといって何人かの村人がカンボジアへ帰
還 した。 しか し出ていった彼 らを除いて、東北地方には他の支村をだしていない。 ここのクメ
ールは皆農民で、こちらの土が砂っぽいとい うことは熟知 している。だか ら、多くの陸稲品種
を植えてきた。 ところが40歳 のころになると、村の周囲にあった森林 はほとんどなくなった。
それ らは水 田に変 えられて しまったからである。陸稲種は植え られなくなって、以前の地所は
ケナフ畑になって しまっている。
かつて、ラオの男性はクメール女性 とは結婚 しなかったものだ。あち らこちらに未耕地があ
ったか ら、強いてクメールの村に近づ く必要もなかったんだろ う。実際に、ラオは どこへでも
気の赴 くままに好 きなところへ行 って[土 地を開いて]い た。現在では、クメールもス ウェイ
の村 も見境な く婿入 し、 さらにはあの手この手で外国へも行っている。 自分は、ラオはあちこ
ちへどんどん と移動す るのが好きなんだとしかみえない。クメールは今で も昔でもそ うではな
い。出稼ぎといってもせいぜいバンコクどま りである。われわれは元々ひとつの土地 と家族 に
強い愛着を抱いている。結果的にラオがあちこちに自分の拠点をもつことになって、クメール
は同 じところかその辺 りに住んでいる。 ラオは自分たちの輪 と系譜を広げる能力をもっている。
c.カ ル ー ンのま な ざ しの なかの 「ラオ」
B村'[T.KB,A.KutBak,C.SakonNakhon]
【古老/男/1920S?】カル ー ンはつ くるだ けの人び と。 ラオ とプー タイ はそれ を転売 して も う
け る頭 のい い人 び とだ。 そ してず るい。 ラオ、プー タイ(ク チナ ラナイ 、カ ラシ ン方 面)の 人
び とは しょち ゅ う、引 っ越 しす る。移 住す るのが上 手な人 び とだ。 そ して 自分 らの なわ ば りを
を広 げ るの が うま い。 カル ー ンの昔 の老人 は よくい った ものだ。 「(彼 らの家族 は)三 日で家
屋 を引っ越 し、村 は三 ヶ月 でま るご と移 動 、いか にせ ん」(あ ち らこち らへ動 くの は よ くない。
頻繁 な る移動 は拠 点を もてず よくない)。 この村 では1987年 時 点で も、全村 人 口のわず か
3%が バ ン コクへ 出稼 ぎに でてい る程度で あ る。
【村 の守護霊儀 礼 を祀 るチ ャムの妻/女/1930S?】夢 の なかにわた した ちの村 の守護霊 が でて
くる。 守護霊 は、新 しい居場所 が ほ しい と繰 り返 しい う。 ある 日、 この よ うに指 示 され た。 最
寄 りの ラオ の集 落へ で かけ て、守護 霊祭祀 に詳 しい 人 と相談 して、 こち らのカル ー ンの村 の方
へ きて も らいな さい、 そ して、村 の集 会所 の前でモ ー シェン コー ン(悪 霊 占い)を して も らっ
て新 しい場所 を選 定せ よ、 とい った。
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d.ニ ョー のまな ざ しのなか の 「ラオ」
HS村[T.HS,A.LoengNokta,C.Yasothon]
【現村長/男/1936生1ラ オ が この ニ ョー の村 にや って きたの は、約50年 ほ ど前 の第 二次世
界 大戦 中の こ とだ った。 ラオ の女性 がニ ョー の男性 と結婚 して住 んだ。 その後 、 ラオの数 が ど
ん どん増 え てラオ の村 にな って しまった。つ ま り、別 の村 か らラオ の男性 がや って きて ニ ョー
の妻 をめ とる。 しば ら く して、 自分 の もの と した土地 を後 か らや って きた ラオ人 に売 りつ けて、
自分た ちは さらに別 の地所 へ でてい って しま うのであ る。 ラオ は、われ われ の土地 をラオに売
って この村 を通 り過 ぎ て行 くよ うな人 び とであ る。 ニ ョー は、 ラオ よ りもプ ー タイ と親 しい 関
係 に ある。 われわれ は キ ョウダイで あ り、互 い に信 頼 しあえ る仲 間 ど うしだ。
e.ヨ ー イ のまな ざ しの なか の 「ラオ」
AK村[T.AK,A.AakatAmnuai,C,SakonNakhon]
【古老/男/1919生 】われ われ は ラオ と違 って、水 田を増やす ことに さほ ど関 心は抱 いて こな
かった。む しろ、 タバ コや 野菜 の よ うな換金作 物 を植 えるこ とに熱心 だ った。 かつ て、サ コ ン
ナ コンの プー タイの 人び とは こ とごと くナーイ ホー イ(地 方移 動商人)だ った。 彼 らが農 民に
なった のはそ の後の こ とで ある。 彼 らは、多 くの コメ品種 の知識 をもっ ていた。1932年 か
33年 ころ に、ひ と りの プー タイが村 にや って きて 、われわれ の村 に浮 稲(ウ ル チ種)を も ち
こんだ。ナ ーイ ホー イ とは、 あち こちを駆 け回 りな が らそ うい う知識 を も得 て 、あ ち こちの場
所 でや りと りす る人 び となの だ と思 った もの さ。 ラオ もナー イホーイ をす るよ うになった人 び
とだ。 今 では 、われ われ ニ ョー は金 も うけす るた めに、バ ンコ クや南 部 の ソンク ラー にだ って
で かけて い る。 あ る若者 はサ ウジア ラ ビア、 シ ンガ ポール、 日本へ も行 って る よ。
東北タイ に住む非ラオ人たちは、多 くの場合、ラオのことをノマデ ィクな移住、何 らかの経
済的利益を生みだすよ うな行動ができる人び とない しそ うした知識を活用 して自己の社会的勢
力を伸張 させる人び ととしてみている。言語学者のようにラオ語の話 し手とは決 してみていな
い。言語を問題にするのは、ラオの方である。少数者の非ラオ人にとって、言語の問題 はほと
んど重要でない。 クメール人集落での印象はやや異なるが、彼 らはことごとく多言語使用者で
ある。複数言語の世界に生 きることがごく自然な環境 となっている。 ラオは、カーやスウェイ
など 「少数者」 をしば しば蔑視の対象 とするが、その言語能力には一 目おいている。一言語に
習熟するこ とと、その言語の担い手の文化 に同化することとは、ここでは無関係なことである。
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スウェイやヨーイはそ うした ことを経験的に熟知 している。いずれにせ よ、彼 らがラオをアイ
デ ンティファイす る時には、その行動様式にこそ、自他 との差異化規準をみいだ しているので
ある。一言でいってしまえば、やや抽象的にすぎるが、境界を越える知識 とその実践、といえ
るように思われ る。
さて、まなざされ るラオの声 もきいてみよ う。
KY村 [T. KY, A. Khuang Nai, C. UbonRatchathani]
【B氏/男子/1909生】父親はラオ人の農民である。 コラー トの北部のほ うへ よく行商にでて
いた。その途中で多 くの村 をみる機会を得ていた。 どこの村がいい田圃をもっているのかよく
知っていた。 自分の牛車をもっていて、乾季になると友人 とともに、牛車を7-10台 連ねて
でかけていった。父はその商隊の首長だった。 もちろん、行き先は前もって相談 している。時
には、メコン川岸 のブンカムまで行っていた。でかける先々の集落でさまざまな物を買 う。籐
や森林産品、松明などである。それを、帰路売 りつ くしてくるのである。行程 日数は15夜 か
ら20夜 ほどだった。そんなことをしている うちに、あちこちの状況についての知識 を蓄えた
ようだ。かって東北地方には多 くの余剰地があった。(ラ オの)村 人たちはこぞって村の外に
ある場所をみて、森林 を水 田に変えようと望んでいた し、そ う努めていた。実際に、当時の地
方役人も、そ うす るよ う奨励 していたものだった。
ただ し、KY村 の人び とは南部への行商は決 してしなかったといわれる。 とりわけ、クメー
ルやス ウェイが多いス リンあた りには、盗賊が多いと信 じられていたことによる。彼 らは行商







的ともいえる人びとがいる。それが、ビルマから行商 しながらやってきたタイ ・ヤイや ビルマ
系の人び とである。ラオのみならず、東北タイの年輩者にはクラーない しトンスーと呼ばれて
記憶されている。古老にクラーのことを問えば 「寺院で寝泊ま りしながら布を売 り歩いていた
行商人」 とい う決 まり文句が帰る。第二次世界大戦が勃発するまで、主にムーン川流域の集落
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をぬ うよ うにして布、衣 服、銅鋸、銀器 、宝石などを売 り歩いた、当時ビルマ国籍をもつ外国
人であった。クラーは特定の言語集団とい うより 「異国人(と つくにび と)」全般を意味す る
ビルマ語カラーkalaに由来す ると思われる(13)。
人び との記憶のなかのクラー とは、一様に背が高 く、頭 に白いターバンを巻き、耳に飾 り物
をつけていた男である。牛車を使わず、ラオ人が作るより大きい籠を対 にした天秤棒を使って
の行商人である。またラオの古老男性は例外な く、強力な守護力を秘めた宗教的知識 「ウィサ
ー」[林 印刷中]を 持っていた人び ととして語る。彼らクラーは、国境 も、どの集落の境界
も頓着せずに越 えて行 き、盗賊や熱病の危害も畏れずに遠くへ歩んでで行ける男のなかの男、
として語 られる。 当時のクラーがラオの妻 をめとってそのまま暮らし、末葡が残 る集落がある。
ウボン県クアンナイ郡のNC、NY村 、ヤ ソー トーン県マーチャナチャイ郡 のBK村 である。
それ らの集落の年老いた女性たちが語るクラーは、 「裕福で善人」 「銀や金、すべてをもつ人」
「勤勉」 「ラオの妻 と家族 を捨てなかった人」 「敬度なる仏教徒」 「ラオの娘な ら皆結婚 した





NY村 ET. KY, A. Khuang Nai, C. UbonRatchathani]
【B氏/男子/1913生112歳の とき(1925年)に 村にやってきた12人 のクラーの名前
をす らす らと思い出す。そのうち8人 が行商人、4人 は僧侶であった。
「彼 らはラオの妻 をめとった。僧侶の うち一人はこちらへ来てか ら還俗 しラオの娘 と結婚 し
た。他の三人は生涯僧侶のままでこの村で亡くなった。
初めて彼 らがこの村にやってきたとき、天秤棒の荷担ぎを手伝 うチェンマイ、ランパーン地
方の出身者(ラ オの古老は 「ナーン」と総称する)が 同行 していた。 クラーに雇われたルーク
・ノー ン(子 分、助手)で 、1年 間で12バ ーツの賃金を受け取っていた。その時は、タイ北
部、東北部でみ られる柄をつけた綿布、絹布を売っていた。いずれも染 め上げたものである。
1ワーあた り25サ タンから50サ タンであった。行商のクラーは金 をバ ン ド状に した腰布に
いれ、そのまま腹にまきつ けていた。金だけではなく、精米 したコメもそこに入れていた。天




… 当時、 ラオの村人はふたつの仕事をしていた。水稲耕作 と行商である。 当時の商売は
利益を得 るのに苦労 した。 とってきた魚や豚、牛の肉をうる。[村 のなかや周辺だけでは]1
日よくても4-5サ タンの金を得るのがせいぜいである。オスの成牛一頭が1バ ーツ50サ タ
ンした時代である。ア ヒルやニワ トリも売った。村ではウルチ もモチもコメは等価(saenlab
at/120kg当り1バ ーツ)で 交換 された。ある者は鍛冶や彫金 もやった。水田耕作 しなが ら。だ
が、 しれたものだった。普通は交換になって しまい、利益はほとんどなかった。欲 しかったの
はお金だ。ちょうど20歳(1993年)になってか ら[太陽暦の]12月 から4月 の農閑期に
[ウボン市内の華人か ら委託 された]一 対10サ タンの耳飾 りや首飾 りを～3-5人 の友人た
ちと東北の村々で売 り始めた。他の もの[蚊 帳や化学染料など]も 毎年そ うやって売 り歩 き、
年に して12バ ーツか ら30バ ーツの利益がでるよ うになった。
村 のクラーたちも、同 じように行商にでた。われわれ とは別行動である。 同じルー トもとら
ない。や り方も異なっていた。われわれは用意 した ものが売れてなくなるとす ぐに帰村 した。
クラーは、用意 した品物を売るだけではない。 あがった儲けを使ってさらに別のものを行 く先
々で買い、他所で売 る。 これを繰 り返す。だか らどんどん遠 くへでかける。ずっと長 く村を出
払 うことになるが、最終的な儲 けはわれわれ と大差あるものではなかった。 クラーが行商にで
たのは12月 である。 クラーの人び とは、多 くがラオの妻を得ていたので水 田耕作も していた。




ャシーマーへ集団で売 りにでた人び とがいる。その活動は、上のような小規模 な行商を組織化
したものである。 したがって誰 もがナーイ ・ボーイであったわけではない。 当地においては、
ナーイ ・ボーイ とは一時的であれ組織的な行商活動の主導者をさす名辞である。一人の長 と複
数名の雇われ助手が隊をな して行動す る。ナーイ ・ホーイには牛車やフア ・カセーンと呼ばれ
る運搬用舟艇(14)を調達 し、各地に物 を買付 ける経済的余裕 と旅程上の判断力が必要とされ
た。ムーン川流域の広範囲の集落で、今 日も古老たちが 「勲章をもらっていい男」と語 りつ ぐ、
数名のナーイ ・ボーイが確認 される。牛車 と運搬用舟艇数隻を所有 して水牛行商隊とウボンの
精米所へのコメ配送(15)をとりしきっていたナーイ ・ボーイ ・スック(故 人)と その一族であ
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る 【図】。彼 らは水稲耕作者であったが、ナーイ ・ボーイになれた者は父親がナーイ ・ボーイ
の場合だけであったとす る見方 もある。元手がいるためである。かつてナーイ ・ホーイの雇わ
れ助手 として水牛行商隊に数回同行参加 した経験をもつ古老は次のようにい う。 「当時、,ラオ
の男たちは皆ナーイ ・ボーイにな りたがった。 しか し、なれなかった。ナーイ ・ボーイの条件




の行商活動は、その華人の影響 を得た地方内部での交易増加 とい う時代 を背景 としていること
に留意す る必要がある[Skinner1957:107-108]。「余剰米がない と(行商用産品の)買 付け
ができなかった」 といわれるように、現時点でナーイ ・ボーイが語 られ る背景には、コメもし
くは余剰の産品が、市場にでまわ りはじめた商品(服 、染色剤)を 入手する手段 として認知 さ
れていたことによる。雇われ人夫でなくナーイ ・ボーイのような高利潤 を生む隊商を組織でき
なかった多 くの人びとは、販売のためにナ コンラーチャシーマーやバンコクに売 りにでること
は困難だった。それ故に余ったコメ(ウ ルチ種)は 華人の経営する精米所へ売 りにだされた。
また、 自村やその周辺に余っているコメを買い、他所へ売 りにでかけた例も多い。1930年
代か ら40年 代にかけて村内で余るコメを1セ ー ン(120kg)当た り1～2バ ーツで購入 し、
それを10サ ルン(2.5バ ーツ)で 売る。 さらに、実際に扱われたのはコメだけではない。
ある者は、 コメを買い集 めそれぞれの村に設置 したコメ倉 に収納後に、複数の集落で綿布、 白
絹布、糸なども同時に調達 し、東北タイはもちろんバンコクまで売 りにでかけた経験をもって
いる。そ して年に2-3回 はそ うしたことを繰 り返 している。
東北タイに しられ るナーイ ・ホーイには、水牛を中部タイへ売りにでるのをナーイ ・ボーイ
・クワーイ、舟を使 って余剰米を売るものをナーイ ・ホーイ ・フアnaihoihua[rua]とい う
さまざまなタイプがあった。 さらに、牛車をもち、綿やたいまつなど、それぞれの集落の産品




b.コ メ 品 種
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クラーはまた、集落の寺院に多大な貢献をしている。建造物 を修復 した り、ビルマ側からも
ってこさせた経典を献納 している。 さらに、ラオの集落に新 しい食習慣 をもた らした。野菜の
煮込み、ハンレー と呼ばれるゴマ油を使った豚肉料理、喫茶、バナナ葉のロングサイズ葉巻煙
草、そして 「カオ ・チャオ ・クラー」とよばれ るウルチ米である。この名称 は、クラーの婚入
例がなくとも、何 らかのかたちで彼 らと接触 をもったラオ人集落には広 く語 りっがれている。
NY村 [T. KY, A. Khuang Nai, C. UbonRatchathani]
【B氏/男子/1913生】
クラーはここに暮 らす ようになって、寺院を作った。その寺はワッ ト・トゥン ・クラー とよ
ばれる。 わたしが15歳 の ときだった。そして寺院ができたその年に、 自分の両親(と もにラ
オ)は クラーが植 えていたカオ ・チャオ ・クラーを植 え始めた。以後、わた しの家族は朝 と昼
はモチ、夜はウルチ をとるよ うになった。当時耕作 していた水田の2割 ほどを植 えた。その他
は、7割 がモチ種で(内 訳:6割 が品種名khaoi、1割がtomkhaodo)、あと1割 がそれま
で植 えていた ウルチ種(khaocaophounthong=khaodaeng)だった。 この割合は(政 府推奨
品種が広まった)最 近まで、ほとんど変わることはなかった」。
どのよ うに呼ばれ る民族 であろうと、東北タイでコメを作る人び とは、土地の高低、雨水の
多少 、土壌の質 を基本的な尺度に、田圃の良 し悪 しないし特徴を詳細に類型化 してきている。
一般に最上の田圃(水 田)と は、低位で豊かな地味をもつ所 である。かつては、当然のことな
がら、 さまざまに分類 される地所にもっ とも適 したコメ品種が選択的に求められ、植 えられて
きた。ただ し、政府が推奨する品種が広まった現在ではそ うした在来種は、一部を残 してほと
んどみ られなくなってい る。
【表2】 は調査対象 となった集落において、60代 半ば以上の高齢 のインフォーマン トにた
いして、約50年 前に植 えていた品種は何かと問 うた結果である。1930年 代から40年 代
にかけて東北タイで植 えられていた コメ品種の 「民俗名」を記載 している。すでに消え去って
しまっているにも関わ らず、質問に応 じたイ ンフォーマン トはほとん ど例外なく品種 について
驚 く苓き鮮明な記憶 と詳細な知識をもってお り、ある者は個 々の品種について、形象、色、手
触 りから味、保存状況にいたるまで、自己が扱ってきた他品種 との比較の観点か ら詳細なコメ
ン トを与 えている。インフォーマン トの半数以上がラオであったために、表ではモチ品種名が
優越する。だが、モチ種 を主食 としてきたのはラオとプータイ、クメールは ウルチ種 を主食 と
してきたことが顕著に示 されている。 ラオ とプータイは、品種名をあげるときモチ種の品種名
には粘 りを意味する 「ニ ィアオ」を入れず、ウルチ種 に言及するときは例外なく 「チャオ」を
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つけて個 々の名 を続 けている。
表が示すよ うに、ラオやプータイはモチ種を主食 とするが、少数なが ら必ず ウルチ種が植 え
られている。 しか もその品種はほぼ同 じカオ ・チャオ ・デーン[UOO3]である。 これは儀礼のと
きに作 るコメそ うめん (khao pun; khanom chin) 用のために植 えられた と回答 されている。そ
して逆に、ウルチ種を主食 とするクメールが、同様の理由でモチ種を菓子用 として植 えている。
儀礼食用 として主食 とは異なる品種がそれぞれに継承 されてきたことがわかる。つま り、その
生活様式にあって、それぞれの言語集団では二種類のコメが植 えられている。
さらに興味深い結果は、ほとんどの陸稲品種のモチ米がラオ(8例)と カルーン(7例)に
よって植 えられていたのにたいし、陸稲品種のウルチ米はクメール(8例)に おいて卓越 して
いることである(陸 稲栽培にみる主食品種の卓越例)。 そ して、水稲品種で早稲種のモチ米を
数多 く植 えているのはラオである。唯一スウェイを除 く東北タイの言語集団はコメを分類す る
基準に、カオ ・ドー(早 稲)、 カオ ・カーン(中 稲)、 カオ ・ナ ックない しカオ ・ンガーン
(晩稲)を もっている。 い うまでもなくこの区別 は相対的なものである。ある集落で早稲 とし
て植えられ る同 じ名前の品種が、別の集落では中稲であった りする。同様に、中稲が他の とこ
ろでは晩稲 として植 えられていたりもするか らである。にもかかわ らず、旱越の年にも収穫で
きる早稲種を数多 く植 えていたことが示 されている。モチ種の[MO19、MO25ユはその代表で、畑
のよ うな地所ない し森林のなかにつ くられた水 田(nadong)のよ うな水条件が悪いところでも、
二ヶ月で収穫できるコメとして語 られている。
そ して 【表2】 中に 「→」を示 してある品種は、ある言語集団から別の言語集団へ と紹介さ
れたことを示 している。つま り、クラーがラオにもたらした ウルチ種のカオ ・チャオ ・クラー
[UOO7]やモチ種のカオ ・パマー[M106]のみな らず、それ らの品種は どこの人び とか らもた らさ
れたものか、かな り明瞭に記憶 されている。 ラオのいくつかの集落では、プータイから陸稲モ
チ米の早稲種を得ている[MO23、MO37]。また、クメールはモチ米のある品種[MO40、MO99]だけ
ではなく、彼 らの主食 とす る水稲 ウルチ米の早稲種[UO15、UO27]、陸稲 ウルチの中稲種[UOI9、
UO25、UO28]などをラオから得ている。事例数が限 られているので示唆 ・推測の域を越えるもの
ではないが、よ りよい耕地探 しのために、行商もしなが ら各地を動き回 ることを余儀 なくされ
た人びとこそ、コメ品種の交換や見知 らぬ集落への紹介の機会を多 くもつことになった。乾燥




こうした在来品種はそのほ とんどが1960年 代に東北タイから姿 を消 した。一例をあげる
と、シーサケー ト県のあるクメールの集落では、かつての 自家消費用であった ウルチ種[UO15]
は、現在では全国どこにでもあるカオ ・ドーク ・マ リにとってかわられている。洪水 にも強か
った と回顧 されるこの品種は、行商でや ってきたウボンのラオ人がその集落にもたらすまで、
存在を しられていなかった。 当時では、クメールが以前か ら植 えていた陸稲種[UO16、UO17]が
好まれていたが、1960年 代の初めに換金作物 として入ったケナフの栽培のために、畑地を
譲 りいずれ もな くなって しまっている。他 の集落においても、お よそ在来種の消滅は、多 くの
場合それが暮 らし向きをよくするか(金 になるか)否 かによって取捨選択 されてきた。政府が
推奨す る品種が現在植 えられてい るの も、収量の増大 とい う点で明らかに改善 された点が人び
とによって認 められてのことなのである。 もっ とも、在来種の風味を懐か しむ人び ともいて、
自給用にわずかばか りの在来種 を残す集落も言語集団の違いを問わずにあるが、いずれにせ よ
減少の一途をた どってい る。
在来品種は、中央政府か ら遠 く離れた東北タイ とい う 「地域」でかつて展開 されていた民族
間関係を刻みこんでいる。 同時にその消滅過程は、生活様式の均質化 とともに首都 中央の政策
や市場経済の強力な影響を明瞭なかたちで映 している。結果的に、東北地方における人びとを
相互に差異化す る尺度が、言語、慣習を含む文化上の相違 よりも、以前にも増 して身につける
もの、耐久消費財な どの有無 といった暮 らし向きを映す経済的な状況の相違ない し優劣 とい う
観点か ら与えられ る傾向を一層強 くしている。同地方で新参者のラオは、自給 自足の社会生活
を足場に してさらなる富を得る活動(土 地転が しや行商)に 長 じた人び とであった。 その文脈
では、かつてラオスの タイ ・ルーの移住過程を検討 したイジコヴィッツが、収穫米 を増加 させ
る田圃のみならず より高い地位を求めての移動を彼 らの社会のなかにみた ことは[Izikowitz1
963:180-82]、東北タイのラオの場合にもそのまま該当するよ うに思われ る。そ して、それ を
望んだ隣人たちは、ことごとくラオを羨ま しくも望ま しい同地域に生 きる模範 とした人び とで
ある。その点では、行商活動に携わってきたラオ(加 えて少数なが らプー タイ)は 、全般 的に
みてそ うではないスウェイ、クメールやカルー ンよりも、自己を社:会的地位 に関 して優位 な立
場にある者 とみている。彼 らが、今 日の地方アイデンティティであるイサーンを名乗 る主要な
人びとである理由のひ とっが、そこにあるように思われる。
むすびにかえて 一民族間関係のなかの地域一




ラオケが しばしば禁止 される。 しか し、現実はこ うした国是 とは別に、安定 したタイ通貨を保
持 したがるラオ人が増加する一方である。 ラオスの地方農村を歩いていても、方角がわか らな
くなれば家屋上の竹 に添 え木 されたアンテナをみればよい、 とい う。 自家発電器 をもってテ レ
ビをみる集落は存外 に多く、そのアンテナが皆同一方向を向いている。その先はタイ(東 北タ
イ)な のである。ラオス政府はタイから流れて くる電波 を妨害波をだしはす るが、その力は弱
く、当の住人たちは国営放送 より面白い といっている。役職者 といえど、口実をつ くってタイ
国側に渡 り、私腹を肥やす者 も多い。ただ し、東北タイのラオ人との関わ りは個人経験の域 を
でることはない。人び とは 「ラオ」 にっいての教条主義的な理屈も注釈 も必要 としてはいない。
こうした状況を熟知するゆえにこそ当局は苦慮 している。
1994年4月8日 にタイ東北地方の国境の町 ノンカイとラオスの首都 ヴィエ ンチャンを結
ぶ 「タイ ・ラオス友好橋」が開通 した。翌年5月 までに64527台 の車がタイ側か らラオス
に入 り、利用者は95年1月 か ら5月 中旬までの間で111951人 にのぼる[BangkokPost
1995a]。この橋の名称が示唆するように、ラオス とタイは密接な関係 に入 りつつある。経済
関係 にもそれは顕著である。1986年 以降、貿易や直接投資 といった民間経済交流のみなら
ず、政府間経済協力 関係 も着実に緊密化 してきている。1992年2月19日 にはタイ=ラ オ
ス友妊協力条約 と観光協力協定が締結 された。 タイは額面でも件数でも、対ラオス外国投資全
体の42パ ーセン トを占める。タイ企業は製造業、輸出入業務、木材加工等にわた り投資を実
施 し、その総プ ロジェク ト数は1995年10月 現在で229件 、投資総額は19億 ドルにの
ぼる [BangkokPost 1995b]
ラオス市場経済の主導者タイは、経済関係のさらなる拡大を求められている。1995年1
1月にヴィエンチャンで第5回 タイ ・ラオス合同委員会が開かれた。 タイがラオスから輸入す
る大豆、ジュー ト等16種 の農作物 にたい してかけている20パ ーセン トの関税をさらに引き
下げること、ノンカイーヴィエ ンチャン間の鉄道敷設計画の調印式の年内実施、96年 中には
サワンナケー トにタイ総領事館、コンケーンにラオス総領事館を設置す ること等が確認 された。
ラオスがタイへ輸出す る電力量についても、十年以内に現行の1500メ ガ ワットから250
0メガワッ トに増量す ることで一致 した。そして両国を結ぶ第2の メコン国際橋を東北タイ側
のルーイ県か ら架設することでも合意がなされた。
両者の関係は経済 ・商取引ばか りではない。友好橋の開通以前の1993年9月 に、ヴィエ
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ンチャンで非営利団体 「タイーラオ協会」が設立され、企業家、政府官僚のみならず大学関係
者 も名を連ねて定期的な経済、社会、学術 ・文化交流が行われている。1995年11,月 には
同協会 とラオス側の 「ラオスータイ友好協会」の共同主催でルアンパバンのセーンスッカーラ
ム寺へのパーパー儀礼(出 安居後の黄衣献納)が 実施 された。 このきわめて良好 なタイ とラオ
ス関係は、1986年 に社会主義国ラオスが 自由主義経済原理 を導入することを採択 し88年
に時のタイ首相チャチャイが 「イ ン ドシナを戦場か ら市場へ」 と謳って以降のことである。第
二次世界大戦以降ラオスが 「30年戦争」経 て社会主義化 した前後では、国境を接す る両国は
たえざる緊張 ・断絶状態 にあった。 メコンを挟んでの紛争が88年 前半まで続いたことを思え
ば、両国間の距離は90年 代以降、猛烈な勢いで縮まった といえる。
さらに巨視的に近年のイン ドシナの各国間の相互関係 をみれば、中国の参入 もあってメコン
を挟む各国間は自由市場、経済協力 を旗印に急速に接近 している。各国を陸路で縦断できるの
も時間の問題である。タイは先 日アセアンに参加 した ヴェ トナムとともに、経済援助、観光政
策を通 して同地域のオ ピニオン ・リーダー的な役割を担 っている。こ うした状況 を映すかのよ
うに、昨今のタイでは今世紀初頭に刊行 された欧米人によるイ ン ドシナ関係の古典的な旅行記
の リプリン ト版や、最近 ラオスやカンボジアを訪れたタイ人ライターの視察旅行に基づくエセ
ー、ガイ ド本が相次いで出版 されている。過去の出来事 を現代の体裁で復元 し、地域の紐帯 を
そこに築き上げているかの ようにみえる。
タイ=ラ オ友好橋開通の祝辞において、16世 紀に建立されたルーイ県のター ト・シー ソー
ン ・ハ ックが両国の友好 を語 る歴史表象 として とりあげられた。近年、増加 しつつあるタイ国
人ライターのラオス旅行記でも、タイ国 とラオスはキョウダイであり、かつて流 された苦い涙
は'甘い蜜 に変わったと謳 っている[Khachatphai1994]。イン ドシナはまさしく戦場から市場
へと大転換をとげつっある。 こうした潮流 と呼応 して、北タイ とともにメコンと接する東北タ
イの観光政策 もにわかに活気をおびてきている。東北タイは、中部タイとの接点をなす商業の
中心地ナコンラーチャシーマーを除き、外貨を得 る観光地としては国内で最 も遅れをとった。
ス リンの象祭 りは60年 代に始まるが、もっぱらウ ドンのバンチェン遺跡、古クメールの寺院
旧跡など文化史跡を喧伝す るに留まっていた。国内需要をにらんで県単位に観光収入をもたら
す 「郷土の伝統行事」が70年 代後半か ら促進 され、 ロケッ ト儀礼(バ ンファイ)は ヤソー ト
ン、入 り安居儀礼のロウソク祭 りをウボン、コンケンに絹祭 りなど、それぞれ趣向をこらして
「伝統」をつくりだ した。観光局の支所 も最近できている 【表3】 。だが、観光収入があるの
はその時に限られ る。メコン川を臨む国々が地域の観光振興を総合的な経済戦略 とし多くの開
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発協定にかんす る調印を した現在、 とくにラオスとの友好関係を通 じて、ムクダハーン、サコ
ンナコン、ナコンパ ノムの三県を管轄す るタイ観光局ナコンパノム支局は、メコン ・クルージ
ング ・ツー リズムを計画 している。ナコンパ ノムか らラオス側へは1日10回 の定期フェ リー
が巡航可能である。河 を挟んでの買い物 と眺めが売 りものになるとい う。
政治的に分断 された民族 と国家の狭間に、人びとによって生きられてきたそれぞれの 「場」
がある。 ラオスの革命 党員によれば、ラオスで生まれ東北タイに暮 らした人び とが、内戦を経
てヴィエンチャンやパー クセーを訪れた とき、すでに老境に入った彼 らはその地に入 るな り足
下の土を指でつまみ あげて頭にかけていたとい う。同氏は、この行為はまた故地 ラオスへ戻 り
たい とい うことだ とい う解釈 を与えている。 ラオスが解放を果たした1975年 、汎ラオ主義
にもとつ くイサーン回復運動が一部のラオ人によって主張 された。 だが、当時の状況を知るラ
オ人によれば、その政治的可能性について誰もが懐疑的であったとい う。東北 タイとラオスが
統合 されること自体 については、民族の文化的紐帯の確立とい う点では望ましいが、 もしそ う
なった場合 タイ側のラオ人が多数含められ ることにな り、ラオス側のラオ人は実際的な政治的
統率力 を失 うであろ う、だか らそれはよい選択ではない、と結論 された といわれている。
同時に、第二次世界大戦後か ら1975年 までの 「30年戦争」を生き抜いてきた年輩のラ
オ人女性には、 レイプや交通事故が 日々起 こり、エイズの温床 といったネガティブなまな ざし
を現在のタイ国に向ける人が多い。メコンめ両岸 を往来す る舟は多いが、一度 たりともタイ側
へ渡った ことがない とい う人び とも少なからずいる。内戦の時代以降に生まれ育ったふたつの
ラオ人社会の若者 たちは、国境観光を促進する両政府間が謳 う 「タイ とラオはキョウダイ」と
い う、相互の出自を明 らかにす る喧伝文にほとん ど関心を示す ことがない。それは自明の こと
であると同時に、余 りにも違いすぎる双方の違いをみせつける指標 ともなるか らである。今 日
「バーツ経済圏」が拡大浸透す るなかで、彼 らは 「民族」なる幻想をそれぞれ の用法で使 うこ
とはあっても、信 じてはおらず、共有され る日常の社会経験をこそ重視 している。両国のラオ
の新世代人がひ とつになる途があるとすれば、それは幻想 としての民族の同一性を越え、国家
の境界も解消 させ る文化 としての消費主義 においてであるかも しれない。現在 のタイ人 を、そ
してイサーンの若者 を虜に している消費主義は、隣国ラオスのラオの人び とにも共通 してみ ら
れるものである。その強力な媒体が、ふたっのラオ人社会の間に従来の国家一民族 間関係 とは
異なる新 しい地域間関係を演出 しつつ生みだしてゆくとみることは、少な くとも現状を大 きく
見誤 ってはいない認識であろう。 しか し、それ はラオ人のみな らず、われわれをも捕えて きた
予断 を許 さぬ媒体である。生き られ る 「場」の構成因子は常に両義的である。
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注記
(1)例えば 『サイア ム ・アルマナ ック1992-94』中の 「民族chattiphan一覧」で は、タイ族、
タイ ・ルー、 タイ ・ダ ムな どがタイ国内の民族 と して記載 され てい るの にたい し、東 北タ
イ のラオ系住民 に該 当す るものでは地域 ・地勢的 なアイデ ンテ ィテ ィを基礎 に した 「タイ
・コラー ト」 のみを あげる。 もっ ともこの一覧表 は 「タイ国内の民族」 としなが ら、タイ
国外 の民族 名 を列挙 す るとい う奇妙な ものではあ る[Samrit1995:174-76]。『仏暦252
5年学士院版 国語辞典』 では、 タイ とは タイ 国人 であ り、 ラオ とはラオス に住 むタイ人 の一
支派 とす る[RBS1982]。
(2)例えば 「あなた は何 族です か(sonphaodai)」と尋 ねる と、 ラオ ・ル.ム、 ラオ ・トゥン、
ラオ ・スー ンの いず れか で回答 される。 なお、 この三分 法はラオで はな く最初 に王 党派に
っ いたメオ族 の リー ダーが提示 したこ とに よるともいわれ る[Ovesenl993:32]。
(3)筆者 が1990年に調 査で訪れ た際には68、翌年 は38と聞いてい る。92年時点で は 「確実 な統
計 をだせ るのは 首都 圏 を含む全17県の うち2県 に とどまる」 とい う実情 も耳に した。 精確
な民族総数 な どでよ うが ないこ とを関係者 は熟知 している。 サ ラワン県 ラオガー ム郡 で面.
会 した当地出身 の郡 長 はq4の 行 政区 よ りな る当郡 では調 査の結果 、構成 民族数 は25」と
い う。個別 名 を聞 くと16で挙げてあ とは答 えに窮 した。 これが民族 である。 政府 の役 職者
は、筆者 の よ うな外 国人 に正 しい対応 を して いる。 なお、タイ国内 での 「民族」認知 の為
政者 レベル での経緯 にっ いては、村嶋の重要 な論考 がある[村 嶋1996]。
(4)この見方は 、示唆 的 である。今 日の国家領域 としてのタイは、海域世界 に接近す るこ とで、
かつてのタイ の居住 環境 を 自らの周縁(辺 境)に 位 置づけ、結果的 に港 市国家 一領域 国家
としてのシ ャムない しタイを構 築 しえた とい う逆説 を教え るか らで ある。 なお、1826年の
バ ーネイ条約で 用い られ た 「国」の名称は ムアン ・タイ、 クル ン ・タイであ った。 ボ ウリ
ン グ条約の批准 の年(1856年)に あた り、西欧人 の間で通称で あったシ ャム が国名 として
採 用 され た[オ イ レンブル グ1990:25-26頁]。周知 のよ うに国名 はそ の後 、 タイ(1939
-45)、シャム(1945-46)、タイ(1946～現在)と 変更 され た。
(5)前掲の 『ラオ 国語辞 典』 は、 「人間、偉大な る優れ た人」 とい う意味 をタイ にあて、二番
目に 「タイ国、.タイ国人 」をあててい る。
(6)カイズは これ を従来 の 関係 を変節 させ シ ャムが 「ラオ」を解 体 し自らをシャム ータイ とし
て確 立 してゆ く嗜矢 とみ ている[Keyes1967:9]。
(7)同時期にエ メラル ド仏 とともに もちだ されたババ ーン仏は、四年後(1782年)にバ ンコク
王朝を開 くラー マ1世 によ りルア ンパバー ン国へ 返還 され る。だが ラー マ3世 が アヌ ・ウ
ォ ン王の乱 を鎮圧 した際 に同仏像は再び タイ側へ もち さられた。最終的 には ラーマ4世 が
1867年に返還 して現在 に至 る(本 文以 下参 照)。 今 日同仏 の現物 は ヴィエ ンチャンにあ る
国立銀行の金庫 ない しはモスク ワに保管 され てい るとい う。 旧王宮(現 博物館)に 納 め ら
れ てい るの はその レプ リカであ る。
(8)東北 タイで は、南部 のクカン、 シーサケー ト ヤ ソー トン、 スワンナプー ム、カーラシ ン
等、主 に旧チャ ンパ サ ックのそれぞれ のムア ンで この新政策が 実施 され た。 ラオスの知識
人マユ リー は、 ラオ側 にシ ャム拡大政策へ の危機 感があ ったた めと、アヌ王 の反 乱を正 当
な るもの と して再構 成 している[Mayouri1989:58]。
(9)「民族文化保護 政策 」が1991年3月開催 の人民革命党第五 回大 会で提唱 され た後の8月 に
解 放後初の憲 法が採択 された。憲法第一章第8条 には 「全民族 は、 自身 お よび 国家(sat)
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の文化習慣 を保存振 興す る権利 を有す る」 とあ り、同条 最終文章 に 「政府 は(全 項におい
て)あ らゆる民族 の経 済社会的 レベル を徐々に伸張 向上 させ るため に尽力 す る」 とある。
第13条に も同様の表 現があ る。 そ して、それ らはハ ックサー ト(愛 国)の モテ ィフ(第19
条)に 収敏 されて いる。全民族 が同様 の人権 もつ とい う主張は、 「民pasason」とい うこ
とば がほ とん ど 「全 民族bandaphao」と対で使用 され ている(第1章 第2条)こ とか らも
明 らか であ る。 ちなみ に、憲法 には 「社会主義」 とい う言葉 がない[以 上、SPS1991]。
また 、第30条にお いて 「ラオ国民は宗教の信仰 、不信仰 の 自由を もつ 」 と明記 す るが、憲
法発布後 国章 はかって の槌 と鎌 か ら国宝の仏教 寺院 ター トル ア ンに変 更 され ている。
(10)例えば、東 北の ラオの民俗 書 を多数著 わ して きた ウボ ン市在住 のP氏 や 、チ ャンパ サ ック
王家 の末 商で 、近 年新 たに年 中行事化 した ウボンのラ ックムア ン儀礼 を司 るヤ ソー トー ン
市在住 のB氏 な どは、地元で はラオ賛美者 と して知 られ てい る。 しか し、今 日の中央当局
か らは危 険視 され る どころか 、地方伝 統文化に精通す る郷 土の文化人 として扱 われ てい る。
(11)以下で使用す る資料 は、 日本学術振興会拠 点大学プ ログラムからの資金 援助 を得て筆者 が
1992年12,月、93年10月か ら12月にかけ て実施 した 「東北 タイ にお け るラオ農 民史にお ける
民族 間関係 」 に関す る現地調査 で得 られた もので ある。調査 期間 中に聞き取 りを実施 した
集落 は、東 北地方5県 にお よぶ総数34か村(ヤ ソー トン[17]、 ウボ ン[8]、 シーサケ
ー ト[3] 、サ コンナ コン[5]、 ナ コンパ ノム[1])で ある。そ のなか に含 まれ る言
語集 団は、 ラオ 、プー タイ 、クメール 、ス ウェイ(ク イ)、 カル ー ン、ニ ョー 、 ヨーイ、
ソー 、お よび クラーの末商 である。
(12)部族 間の抗争 では この壺 が壊 された り掠奪 され た りす る。 また、その分 与継承 をめ ぐって
民族 内の分裂 を促す 要因 ともな る。 カラム(タ ブー)を 犯 した といい がか りをつ ける理 由
ともなる。 前世紀後 半の 中部ベ トナム高原でのモ ン=ク メール諸語族 におけ る同様 の事 例
につ いて ヒッキー を参照[Hickey1982]。
(13)チュラー ロン コー ン大 学ア ジア研究所講 師スネー ト氏の教示 による。Judson'sBur鵬ese-
EnglishDictionaryl953(reviseded.1966)p.194では 「カ ラー 」にはa)anative
ofanycountrywestofBurma;b)aforeignerとある。 次に くる 「カ ラー ・パ ・ユka
laphayu」には、awhiteforeigner〈American,European>とあ る。phayuと は 「白」。
(14)フア ・カセ ー ンは標 準規模 の もので12ソー ク×12ソー ク(6メ ー トル幅/高)、 積載重 量
5000ムー ン(60トン)、 舟 内で12-13人が寝れ た とい う。本文 中のナーイ ・ボーイ ・プア
は積載 量78トン級 を3隻 常時保 有 し、最盛期 には66トン級2隻 を借 りて計5隻 を使 用 して
いた。貸 し手 は舟 は もつが各地 にコメ買付 けをす る元手 を もたなか った。 借 り賃はムー ン
あた り1バ ー ツ。 ハー プ単位 でで5バ ーツ(1940年代)。
(15)ナー イ ・ボーイ ・ス ックが持 ち込ん でいた ウボ ンの精米所 は、その未 亡人 の記憶 による と、
買値 を取 り決 めていたRongSiPiaPhao、RQngSiSunSiangの2カ所 であ る。 ウボ ン全
体 では1940年代時点 で5カ 所の精米所 があった。 なお、1931年時 点で東北 タイ全体 に存在




   1963
Wicit, Mom 
'Ph
ongsawadan Huamuang Monthon 
Prawat thongthi Changwat Maha
 Isan". in 
Sarakham,
 Prachum Phongsawadan phak 4 lae 
Maha Sarakham: cremation volume
(「東北 州年代記 」)
Bamphen na Ubon 
     n. d. Prawat
(ed) 
Yasothon, Yasothon: Sala Klang
Bangkok Post 
   1995a (daily) 
   1995b (daily)
・5月18日 付
11月3日 付
Changwat Yasothon (『ヤ ソー トー ン 史 』)
Breazeale, K. 
    1975 "The Integration of Lao States in the Thai Kingdom," Ph.D. dissertation, 
          Oxford University. 
Briggs, Lawrence Palmer 
    1949 "The Appearance and Historical Usage of the Terms Tai, Thai, Siamese and 
          Lao," Journal of the American Oriental Society 69: 60-73. 
Brown, David 
    1994 "Internal colonialism and ethnic rebellion in Thailand," in his The State 
          and Ethnic Politics in Southeast Asia, London: Routledge, pp. 158-205. 
Chayan Wanthanaphut et al. (eds) 
    1991 Raingan kan prachum thang wichakan: Kan wichai thang chattiphan nai Lao-
Thai, Chiang Mai: Sathaban Wichai Sangkhom Mahawitthayalai Chiang Mai (『研
究集会報告 一 ラオ ス とタイ国におけ る民族学 的研 究』)
Chazee, Laurent 
   1995 Atlas 
Chit Phumisak 
   1992(1976)
des ethnies et des 













    1991 "Bangkok and Isan: The Dynamics of Emergent Regionalism in Thailand," in 
          his ed., Thai Society in Comparative Perspective, Bangkok: White Lotus,
          pp. 67-88. 
Cordell, Helen (ed) 
    1991 Laos [World Bibliographical Series 133], Oxford: CLIO Press. 
Damrong Ratchanuphap
1974 Nithan Borannakhadi, Krungthep: Khlang Witthaya (『故 事伝 承』).
Dodd, William 
   1923 The
C. 
Tai Race, Elder Brother of the Chinese, Iowa: Cedar Rapids.
67
Halpern, 
   1964 
Hayashi, 







Goverment, Politics, and Social Structure in Laos: A 
 and Innovation, New Haven: Yale University. 
Yukio 
 "N
otes on the Inter-ethnic Relation in History: With 
 Mon-Khmer Peoples in Southern Laos," Paper presented 
 "Ethnic Groups in Sakon Nakhon 3-5 July , Ratchaphat 
 Nakhon, pp. 1-26.
Study of Tradition
Special Reference to 
at the Seminar on 
 Institute of Sakon
「開拓村(ウ ドンタニ県 北モー村)訪 問記 」 『東南 アジア研 究』23(3):280-294。
「『まな ざ し』のなかの民族 と異 文化 一南 ラオス調査か ら」 『民博通信 』65:33-
410
「南 ラオ スにおけ る民族 間関係 」綾 部恒雄 ・石井米雄編 『もっと知 りたい ラオ ス』
弘文堂、PP.80-92。
「信仰 一 ウィサー ・境界 ・地域」 『総 合的地域研 究 ・東南 ア ジア をきるキー ワー ド』
所 収
Hickey, Gerald Cannon 
    1982 Sons of the Mountains: Ethnology of the Vietnamese Central Highlands to 
          1954, New Haven: Yale University Press. 
Ishii Yoneo et al. (eds) 
    1990 Datchani khonkham nai Kotmai Tra Samduang [The Computer Cocordance to the 
          Law of the Three Seals (5 vols)], Bangkok: Amarin Publications. 
Ingram, James 
    1971 Economic Change in Thailand: 1850-1970, Stanford: Stanford University 
          Press. 
Izikowitz, Karl Gustav 
    1951 Lamet: Hill Peasants in French Indochina, Goteborg: Elanders Boktr. 
    1962 "Notes about the Tai,' Bulletin of the Museum of Far Eastern Antiquities 
          34: 73-91. 
    1963 "Expansion," Folk 5: 173-185. 
    1969 "Neighbors in Laos," in Barth, Frederik ed., Ethnic Groups and Boundaries, 
           Boston: Little, Brown and Co., pp. 135-148. 
Kerr, Allen D. 
    1972 Lao-English Dictionary (2 vols), Washington, D.C.: The Catholic University 
          of America Press. 
Keyes, Charles F. 
    1966 "Ethnic identity and loyalty of villagers in Northeastern Thailand," Asian 
          Survey 6: 362-369. 
    1967 Isan: Regionalism in Northeastern Thailand, Ithaca: Cornell University 
          Data Paper. 
    1976 "In Search of land: Village Formation in the Central Chi River Valley, 
          Northeast Thailand," Contribution to Asian Studies 9: 45-63.
68
Khachatphai Burutphat 
    1994 Lae Lao, Krungthep: 
Khambai Yundalat 
    1991 "Khwam samphan thang 
          Wanthanaphut et al.
          thang chattiphan nai
Mai : Sathaban Wichai
Samnakphim Phrae Phitthaya. 
chattiphan phao nai prathet Lao" 
eds., Raingan kan prachum thang 
Lao-Thai[Ethnic Studies in Laos
Sangkhom Mahawitthayalai Chiang









    1990 Isan
KSLP  (Krom 
1989
mua wanwan, Krungthep: Phi Wathin
 Sinlapakon) 
Muang Ubonratchath
Lebar, Frank M. 
   1964 Ethnic 
Leach, Edmund R. 
   1954(1964)
School
ani , Krungthep: Krom
et al. (eds) 








(『昔 日 の 東:北タ イ 』).





(関本照夫訳 『高地 ビル マの政治体系』
弘文堂1987)
Luangwicit 
   1962




atthakatha ruang khong 
bang ruang khong Phontri
Phontri Luangwicit
di nai phak 
Luangwichit
Watthakan, PP.
isan, " in 
Watthakan,
177-193
Krom Sinlapakon ed., 
 cremation volume for
Niphon
(「講 演 ・東 北 地 方 の 風 物 」).
「ベ フ デ ィ ー ベ ツ ィ ミ サ ラ カ 族 と シ ハ ナ カ 族 の 狭 間 で 」
417-429a
『東南ア ジア研究』26(4):
Mayoury and Pheuiphanh Ngaosyvathn 
    1989 "Lao Historiography and Historians: Case Study of the War 
          and the Lao in 1827," Journal of Southeast Asian Studies
    1994 Kith and Kin Politics: The Relationship between Laos and 
          Journal of Contemporary Asia Publishers. 
MCC (Ministry of Commerce and Communications) 
    1930 Siam: Nature and Industry, Bangkok: Bangkok Times Press. 
McCarthy, James 
    1900 Surveying and Exploring in Siam: with descriptions of Lao 
          of Battles against the Chinese Haws, London: John Murray. 
Miller, Carolyn 
    1994 "Perceptions of ethnolinguistic identity, language shift 
          in Mon-Khmer language communities of Northeast Thailand,
















「タ イ に お け る 民 族 共 同 体 と 民 族 問 題 」 『理 想 』1996年5月 ,pp.187-203。
(National Geographic 
1995 Atlas of the
 Department, Vientiane) 
Lao P.D.R. Vientiane National Geographic Department.
大林 太良(編)『 東南 アジアの民族 と歴史』 山川 出版社
オイ レンブル ク、大西健夫編 訳
1990『オイ レンブル ク伯 「バ ン コク 日記」 一 ドイツ、アジアで覇権 を競 う』 リブロポー
ト、1990年
Ovesen, Jan 
    1993 Anthropological Reconnaissance in Central Laos: A 
          Communities in a Hydropower Project Area, Uppsala:
          Anthropology, Uppsala University. 
Pheuiphanh, Ngaosyvathn 
    1985 "Thai-Lao Relations: A Lao View," Asian Survey 25: 
Pricha Uyatrakun and Kanok Tosurat 
    n.d. Sangkhom lae Watthanatham khong Cao Bon [Kan suksa










オ ・ボ ンの社 会 と文化』).
RBS (Ratchabandit Sathan) ed. 
1982 Photchananukrom chabap
phim Akson Charoenthat
Samrit Miwongukhot (ed) 
    1995 Sayam Omanaek
ratchabandit sathan pho so 2525, Krungthep:
(『仏 暦2525年 学士院版 国語辞典』).
2535-2537, Krungthep: Sayam Banna (『サイ アム年鑑』)
Samnak
Scott, Sir J. George and Hardiman, J. P. 
    1900-1901 Gazetteer of Upper Burma and the Shan States, Part 1, 2 vols; Part 2, 
          3 vols. Rangoon: reprint of AMS. 
Seidenfaden, Erik 
    1958 The Thai Peoples: The Origins and Habitats, Bangkok: The Siam Society. 
Skinner, William J. 
    1957 Chinese Society in Thailand: An Analytical History, Ithaca: Cornell 
          University Press. 
SPS (Sapha Pasason Sungsut) ed. 





   1990
Vallibhotama 
Aeng Arayatham Isan: Chae lakthan
Thai , Krungthep: Samnakphim
borankhadi Phlik chom





   1986 Laos: Politics, Economics and Society, London: France Pinter Publishers.
70
   1996 Buddhist 
          Lotus. 
Sucit Wongthet (ed) 
   1995 Mukdahan
Kingdom, Marxist State
Muang Muk Maenam Khong
Mukdahan kraaen hoten],











   1926
Suwilai 
   1996 
Textor, 
   1967 
Thawisin 




Chom Phon Chaophraya 
 Muang Luang Phrabang lae Rai 

















(『ルア ンプ ラバ ー ン国紀行 お よび
Premsrirat and Naraset Pisitpanporn 
  "L
anguage and Ethnicity on the Khrat Plateau," paper presented at the 
  Workshop on 'Dry Areas in Southeast Asia', held at Kyoto, 21-23 October, 
  Center for Southeast Asian Studies, Kyoto University. 
Robert B. 
  From Peasant to Pedicab Driver, New Haven: Southeast Asian Studies, Yale 
  University. 
Supwatthana 
  "L
ao' nai thatsana khong phu pokkhrong Thai samai Rattanakosin," Maha
Sarakh am: Srinakharin Wirot University (「ラタナ コーシ ン期 のタイ為政者 に よ
る 『ラ オ 』 観 」).
Thongkam Onmanison 
    1992 Watchananukom 
Toem Wiphakphotchanakit
1970
Phasa Lao, Wiangchan: Toyota
Prawattisat Isan (lem thi 1 and 2),






Wijeyewardene, Gehan (ed) 
    1990 Ethnic Groups across National Boundaries in Mainland 
          Singapore: Institute of Southeast Asian Studies.
Wilai Wongsupchat et al.(ed) 
    1994 Prachakon khong prathet Thai: Sathiti nai chuong 25








WTS (Witthayasat Sangkhom) 
1992 Thongthiao Banda Phao yu Lao
Witthayasat Sangkhom
: Tourist of Ethnic
(『ラオス諸民族巡 り』)
Groups in Laos, Vientiane:
Yule, Henry and A.C. Burnell 
    1902 (1886) Hobson-Jobson: A Glossary of Colloquial Anglo-Indian Words and 
          Phrases, and of Kindred Terms, Etymological, Historical, Geographical
          Discursive(new ed), London: Willam Crooke.
and
71
【表1】 ラオ ス に おけ る民族 言語 集 団 (WTS1992)より筆 者 作 成









 102, 760 
  33,240 
   3,447 
    2,459



























  1, 530 
 14, 355 
 2, 359 
 2, 164 
 10, 173 
 13, 977 
72, 391 
24, 577 
 12, 923 
28, 057 
 14,676 
  8,917 
 13, 127 
49,059 
  3,960 




 11, 194 
 16,434 







Liang, La wi, Kaseng)
72













 6, 493 
 9, 200 (Musoe Dam, Musoe Khao を含む)









6 Han ハー ン語族 I
Han 6, 361
73
【表2】 胴査 対 象村 にお け る1930-40年代 に か けての コ メ品種
(聴取に よ り筆者作 成)










































"khao do" -- early maturing variety
khao hang hi [5] Lao * "planted especially inthe season of rainfall shortage" 
khao hing hi (khao ni ni) [1] Lao *"can be cultivated within two months" 
khao daeng suwang [1] Lao 
khao i tom (khao khi tom) [4] Lao 
khao luang kaeo [4] Kula - Lao, Phuthai+Kaloeng 
khao do dam [2] Lao * "khao mak muai not follows as early maturing variety" 
khao do sam duan [2] Lao 
khao do daeng [1] Lao 
khao do dang [1] Lao * "produced formerly at the paddy in the forest(na khok)" 
khao do khaeo ngu [1] Lao "taste like khao sanpatong" 
khao do khi sut [11 Phuthai 
khao horn do [1] Phuthai 
khao horn nang nuwan [11 Kaloeng 
khao horn thong [1] Kaloeng 
khao i hao [1] Khmer 
khao i nok (throh do) [1] So 
khao i pon [1] Lao 
khao ii tok [2] Lao *"used to plant in the most unbeautiful paddy land" 
khao i tu [1] Lao 
khao kap nyang [3] Lao+Kaloeng 
khao khao do [ 1 ] Lao 
khao khi [1] Lao 
khao khiao ngu [1] Lao 
khao kon bung [1] Lao 
khao luk phung [1] Lao 
khao ma kham [1] Lao *"it was planted in the paddy lands in the forest" 
khao ma yom [1] Phuthai 
khao mak muai not [1] Lao 
khao man ngua [1] Phuthai 
khao matun dam [11 So 
khao mon khai [1] Lao 
khao nam pun [1] Lao 
khao nam phung [2] Lao "used to plant in the paddy lands in the forest" 
khao nang suan [1] Lao 
khao nok kot 11] Phuthai 
khao p(1)a kheng [1] Lao 
khao phun [11 Lao 
khao bak muai [11 Lao




khao mak muai (throh a muai) [8] 




























khao i dang [3] Lao 
khao dam daeng [1] Lao 
khao dam phaa [1] Lao 
khao do not [1] Lao 
khao horn klang [1] Phuthai 
khao i dang [3] Lao 
khao i khao [1] Phuthai 
khao i pong [1] Phuthai 
khao i tok [ 1 ] Lao 
khao in tok [2] Phuthai 
khao khaen gu [2] Lao 
khao khao nyai [2] Lao 
khao mak kham [11 Lao 
khao nyai lao [1] Lao 
khao pla kheng [1] Phuthai 
khao p(l)a lat [1] Lao 
khao pho khen [1] Lao 
khao to mai [1] Phuthai 
khao tap moei [1] Kaloeng
khao mak pho [1] Lao 
khao khi tom [4] Lao 
khao khao [2] Lao 





















ak <ngan>" --- late maturing variety
khao kam [8] Lao+Khmer+So 
khao sethi [3] Lao 
khao daeng suwang [1] Lao 
khao daeng suwan [1] Lao 
khao chanpatong (Khao sanpatong) [11 Lao 
khao daeng dok can [1) Lao 
khao daeng kon [11 Lao 
khao dok du [1] Kula -* Lao 
khao hang dok [1] Phuthai 
khao i dam dang [1] Lao 
khao i bu [1] Lao 
khao khao khung (khao khao kung) [2] Lao 
khao khao thip [1] Lao 
khao khi tom khao [1] Lao 
khao sanpatong [1] Lao 
khao kung [1] Lao *"can grow even in the 
khao ling haet [1] Lao 
khao ma yaeng [1] Lao
season
character





















khao mae hang nyai(throh ngan mae hang phut: So) [1] So 
khao mae hang noi(throh ngan mae hang koei: So)[1] So 
khao mak nyom [1] Lao -* So 
khao mak pho [1] Lao 
khao nam an [1] Lao 
khao nang kuak [11 Kula -+ Lao 
khao nang nuan [1] Lao 
khao ngan nyai [1] Lao 
khao niao nyai [2] Lao "not delicious but planted" 
khao not [1] Lao 
khan nyai (khao i mum) [1] Lao 
khao phla lat [1] Lao 
khao phama [2] Kula --> Lao 
khao phama dam [2] Lao 
khao phama khao [2] Lao 
khao phua [1] Lao 
khao phua mia [1] Lao 
khao thip [1] Phuthai 
khao thus lian [1] Phuthai "the best variety in the past"
[A-1-4] floating rice variety
M067 khao loi [11 Lao *"'not delicious but easy to cultivate"
A-2 UPLAND RICE 














khao hin hi [2] Lao "can be cultivated within two months" 
khao ni ni [1] Lao 
khao do niao [1] Lao *"needed to get sufficient rice when make new paddy fields" 
khao hao [2] Phuthai+Kaloeng *ear plucking among the Kaloeng 
khao hao mak kok [1] Phuthai - Lao 
khao i non (thrau i non: Khmer) [2] Lao+Khmer 
khan i po [2] Phuthai - Lao 
khao i rai (thrau i rai: Khmer) [1] Lao - Khmer 
khao i tui [1] Kaloeng *ear plucking 
khao ibu do [1] Kaloeng *ear plucking 
khao mak hing [1] Kaloeng *ear plucking 
khao non hai [1] Lao 
khao nong du (tharao nong: Khmer) [1] Lao -* Khmer







"khao nak (ngan)"-- late maturing variety
khao i mum [1] khmer *" 
khao ibu ngan [1] Kaloeng 
khao ken du [11 Kaloeng 
khao keo ma [1] Kaloeng
all of the glutinous varieties came from outside" 




B: NON-GLUTINOUS TYPE 32 varieties including 9 of upland rice
B-1 WET RICE
[B-1-1] "khao do" -- early maturing variety 
U014 khao chalik ( tharao chalik: Khmer) [I] Khmer 
U015 khao dok cok [I] Lao --f Khmer 
U020 khao mali kao (tharao mali: Khmer) [l] Khmer 
U021 khao mali do [I] Lao 
U023 khao mao mali (tharao mali tae noep: Khmer) [1] Khmer 
U026 khao pin kaeo [1] Lao * "rice to sell as like khao dok mali today" 
[B-1-2] "khao kang" --- medium maturing variety 
U022 khao manphet (tharao klantia phet: Khmer) [1] Khmer 
U027 khao sam phuan [1] Lao- Khmer 
[B-1-3] "khao nak (ngan)" --- late maturing variety 
U003 khao cao daeng [21] Lao+Phuthai+Kaloeng+So 
    (khao chao phan thong; khao cao khao pun) 
    (throh ya daeng: So) 
U004 khao cao khao (throh ya klok: So) [4] Lao+So 
U007 khao cao kula [3] Kula - Lao 
U013 khao cao saen phan [3] Lao 
U005 khao cao khi khwai [1] Yoi 
U006 khao cao ko kho Jisip sam [1] Lao 
U009 khao cao luang [1] Lao 
U010 khao cao luk p(1)a [3] Lao 
U011 khao cao mae hang [1] Lao 
U012 khao cao nga sang (khao nga sang; khao dok ka yom) [1] Lao 
U018 khao khao not [1] Lao 
U024 khao nang kham [1] Phuthai 
U029 khao to haeng (khao sai bua) [2] Lao * it needs ample water 
[B-1-4] "khao lo? --- floating rice variety 
U008 khao cao loi, khao cao loi nam [2] Lao *late maturing type, 4-6m height 
U002 khao cao cek soei [1] Lao *planted inthe ill-drained land (na nong)
B-2 UPLAND RICE 
[B-2-1] "khao do" --- early maturing variety 
U016 khao dok fai (thrau phakha krabash: Khmer) [2] Khmer 
U030 tharao chaloei phut [1] Khmer 
U032 thrao poe [1] Khmer 
[B-2-2] "khao kang" -- medium maturing variety 
U017 khao hom sawan (thrau hom sawan) [1] Khmer 
U019 khao khrap throp [1] Lao Khmer 
U025 khao nang ok [1] Lao -> Khmer 
U028 khao sathuan [1] Lao - Khmer 
U031 tharao throp thraep [1] Khmer 
U033 thrao khuar [1] Khmer *extinct in 1969 
[B-2-3] "khao nak (ngan)" --- late maturing variety 
 none
77
【図:ナ ー イ ・ホーイの 一族例 】
*PhomSurin=初代 ナ ー イ ・ボ ー イ/コ メ ・豚 売 買 、 元 軍 人 の ち農 民















註:1995年 現在タイ全国で支局総数17。 東北タイ全19県 で5
:支所開設順序はかつて東北地方が中央当局に掌握 された順序に同じ
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